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　刊行にあたって

　平成１７年度は、春の特別展「上杉謙信」を皮切

りに本市ゆかりの書家宮島詠士の作品展や、人間

国宝・芹沢�介の回顧展など６つの特別・企画展

を開催いたしました。秋には県内の名刀を一堂に

会した特別展「山形の刀剣」を催し、館蔵品の国

宝「上杉本洛中洛外図屏風」国宝「上杉家文書」

に加えて国宝の太刀２点をまじえ、山形県内の国

宝５件のうち４件を当館で展観する機会を持つこ

とができました。

　ここに、平成１７年度の年報を発刊するにあたり、

これまでご協力を賜りました関係各位に深く感謝

申し上げますとともに、今後ともなお一層のご指

導とご協力をお願い申し上げます。

　平成１８年１０月

米沢市上杉博物館　

平成１７年度事業報告

　１　展　　示 　　　

　　盧　常設展示　　　　　　２

　　盪　企画展示　　　　　　４

　２　教育普及　　　　　　　１６

　３　調　　査　　　　　　　２２

　４　収集保管　　　　　　　２３

管理・運営　　　　　　　　　２９

組　　織　　　　　　　　　　３０

目　次

川中島合戦図屏風（米沢本）【部分】



２

平成１７年度事業報告

１．展　示

（１）常設展示　上杉文華館

　上杉文華館は当館所蔵の「国宝上杉本洛中洛外図屏風」（複製）および国宝「上杉家文書」（原本）
を展示し、上杉文化の粋に接してもらうことをねらいとしている。「上杉家文書」については通年の
テーマのもとに約１ヶ月の期間で小テーマを設けた展示を実施している。１７年度のテーマは「室町幕
府の文書」であり、幕府を開いた足利尊氏以下、上杉家文書に伝わる歴代将軍や幕府要人である管領・
奉行人・将軍側近らの文書の形態・紙質などを概観する展示を行った。「上杉家文書」所収の文書に
みられる幕府関係文書の特徴や問題提起なども行った。コレクショントークも実施し、来館者の文化
財への理解を促すことに努めた。

展示資料
①平成１７年４月１日（金）～４月１９日（火）　１／１０（展示スペース規模。以下、同じ。）
　　　■洛中洛外図屏風（複製）
　　　■国宝「上杉家文書」　 上杉景勝の文書
　　　　（天正７年）６月１９日　上杉景勝書状　　　　（天正９年ヵ）８月６日　上杉景勝書状
　　　　（年 未 詳）１０月１０日　上杉景勝書状　　　　（文禄３年）１０月１７日　上杉景勝書状写
　　　　（年 未 詳）７月１１日　上杉景勝書状

②平成１７年６月１５日（水）～７月６日（水）　１／１０
　　　■洛中洛外図屏風（複製）
　　　■国宝「上杉家文書」　 足利尊氏、御家人から将軍へ
　　　　　元徳４年　２月２９日　足利尊氏書下　　　　　元弘３年　１２月２９日　足利尊氏御教書
　　　　　建武４年　４月２１日　足利尊氏袖判下文　　　建武３年　１０月１９日　高師直奉書

③平成１７年７月７日（木）～７月２６日（火）　１／１０
　　　■洛中洛外図屏風（複製）
　　　■国宝「上杉家文書」　 足利直義の文書
　　　　　建武４年　９月３日　足利直義御教書　　　　暦応元年　１２月１９日　足利直義御教書
　　　　（年 未 詳）３月２９日　足利直義書状　　　　　観応２年　３月１３日　足利直義御教書

④平成１７年７月２８日（木）～８月２３日（火）　１／１０
　　　■洛中洛外図屏風（複製）
　　　■国宝「上杉家文書」　 足利義詮・基氏と上杉憲顕
　　　　　貞治２年　３月２４日　足利基氏書状
　　　　　貞治２年　１１月２日　足利義詮御判御教書　（年 未 詳）１０月１７日　足利義詮御内書
　　　　（貞治５年）９月１５日　足利義詮御内書
　　　
⑤平成１７年８月２５日（木）～９月２７日（火）　１／１０（２／１０）
　　　■洛中洛外図屏風（複製・原本）
　　　■国宝「上杉家文書」　 室町幕府の確立と文書
　　　　　応永２年　７月２４日　足利義満下文　　　　　応永１９年　１１月２９日　足利義持袖判下文
　　　　（明徳４年）１１月２８日　足利義満袖判下文　　（応永３３年）７月１４日　足利義持袖判下文
　　　　（康歴元年）４月１５日　足利義満御内書　　　（年 未 詳）８月６日　足利義満御内書
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⑥平成１７年９月２９日（木）～１０月２５日（火）　２／１０
　　　■洛中洛外図屏風（原本・複製）
　　　■国宝「上杉家文書」　 室町幕府の分令伝達～足利義満と官領
　　　　　応永２年　７月２４日　足利義満袖判下文　　　応永３年　７月２３日　斯波義将奉書
　　　　（応永８年）７月２日　畠山基国書状　　　　　応永８年　６月２６日　足利義満袖判下文

⑦平成１７年１０月２７日（木）～１１月２３日（水）　１／１０
　　　■洛中洛外図屏風（複製）
　　　■国宝「上杉家文書」　 足利義教と越後守護代家長尾氏
　　　　（正長元年）１１月２８日　足利義教御内書　　　（正長元年）１１月２８日　畠山満家書状
　　　　（永享７年）正月２３日　足利義教書状　　　　（永享１０年ヵ）１０月２１日　足利義教御内書
　　　　（永享１２年）９月２６日　足利義教御内書

⑧平成１７年１１月２５日（木）～１２月２５日（日）　１／１０
　　　■洛中洛外図屏風（複製）
　　　■国宝「上杉家文書」　 管領の文書あれこれ
　　　　　応安２年　１０月３日　細川頼元奉書　　　　　応安６年　４月５日　細川頼之奉書
　　　　　永和４年　７月２日　細川頼之奉書　　　　（嘉吉元年）１２月２９日　室町幕府下知状
　　　　（嘉吉２年）１０月２０日　畠山持国書状　　　　　享徳４年　２月１２日　足利義政御教書

⑨平成１７年１２月２７日（火）～１月２２日（日）　１／１０
　　　■洛中洛外図屏風（複製）
　　　■国宝「上杉家文書」　 奉行人の奉書と将軍の礼状
　　　　　永正７年　１０月２８日　室町幕府奉行人連署奉書
　　　　（永正１４年ヵ）３月２０日　室町幕府奉行人連署折紙
　　　　　大永３年　６月３日　室町幕府奉行人連署奉書
　　　　（年 未 詳）１２月３０日　足利義稙御内書
　　　　（年 未 詳）３月２９日　足利義稙御内書

⑩平成１８年１月２４日（火）～２月１９日（日）　１／１０
　　　■洛中洛外図屏風（複製）
　　　■国宝「上杉家文書」　 文書の紙質を変える～御内書～大館常興の文書
　　　　（享禄３年）９月２８日　足利義晴御内書　　　（享禄３年）９月２８日　大館常興副状
　　　　（享禄元年ヵ）１２月１２日　足利義晴御内書　　　（享禄元年ヵ）１２月１２日　大館常興副状
　　　
⑪平成１８年２月２１日（火）～３月１９日（日）　３／１０
　　　■洛中洛外図屏風（複製）
　　　■国宝「上杉家文書」　 足利義輝と大館晴光の文書の紙
　　　　（永禄２年）６月２９日　足利義輝御内書　　　（永禄２年）６月２９日　大館晴光副状
　　　　（永禄８年）３月２３日　足利義輝御内書　　　（永禄８年）３月２３日　大館晴光副状
　　　
⑫平成１８年３月２１日（火）～３月３１日（金）　１／１０
　　　■洛中洛外図屏風（複製）
　　　■国宝「上杉家文書」　 将軍足利義昭の御内書
　　　　（永禄１０年）７月１日　足利義昭御内書　　　（永禄１０年）７月１日　飯川信堅副状
　　　　（永禄１２年）２月８日　足利義昭御内書　　　（永禄１２年）２月１０日　織田信長書状
　　　　（天正５年）３月２７日　足利義昭御内書　　　（天正５年）４月１日　毛利輝元書状

□コレクショントーク（すべて１４：００～）　
　平成１７年　７月３０日（土）　８月２７日（土）　１２月３日（土）
　平成１８年　１月２８日（土）　３月１８日（土）
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内　　容
　本展覧会では戦国大名上杉謙信の軌跡と江戸時代に語り継が
れていった姿をテーマとした。長尾氏から上杉氏へ、他の戦国
大名との関係、謙信の人間性が垣間見られる資料から、その生
涯の一端を紹介した。また、謙信が広く知られる代表的な戦国
大名となったのは川中島合戦によるところが大きい。軍書類の
ほか、合戦図屏風などが作成され、広められた謙信像、また米
沢藩における謙信像を歴史書編纂などの観点から示した。

入 館 料　前期　一般 ５００円　高大生 ３５０円　小中生 ２５０円
　　　　　後期　一般 ４００円　高大生 ３００円　小中生 ２００円
入場者数　１０，９１７人（前期 ７，５１９人　後期 ３，３９８人）
展示資料　１１７点
関連事業　□講演会：６月４日貍　１４：００～　伝国の杜大会議室
　　　　　　山田邦明氏（愛知大学文学部教授）
　　　　　　「上杉謙信、その一生をたどる」
　　　　　□ワークショップ（教育普及事業で報告）
　　　　　　「川中島合戦いろいろ」

構　　成　Ⅰ．上杉謙信の生涯
　　　　　　①謙信の出世
　　　　　　　１．謙信、春日山へ　２．謙信と京都　３．長尾氏から上杉氏へ
　　　　　　②謙信の素顔
　　　　　　③謙信の戦い
　　　　　Ⅱ．語り継がれた謙信
　　　　　　①描かれた謙信～川中島合戦図屏風・軍書・史書の世界
　　　　　　②古文書に記された川中島合戦
　　　　　　③米沢藩の謙信像
　　　　　　　１．米沢藩の伝えた川中島合戦　２．米沢藩の精神

（１）特別展「上杉謙信」

印刷物：ポスターＢ２　
　　　　チラシ　Ａ４　　
　　　　図　録　Ａ４判１２０頁１０００部発行

（２）企画展示

会　　期■　前期／平成１７年
　　　　　　　　　　４月２３日貍～５月１５日豸
　　　　　　後期／　５月２２日豸～６月１３日豺
会　　場■　企画展示室（１００％使用）
開催日数■　４４日間
主　　催■　米沢市上杉博物館
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№ 　資料名 員数 　時代 　所蔵　　　　　

〔前期〕
１ 上杉謙信書状写（『歴代古案』巻５） １冊 （弘治２年）６月２８日 米沢市上杉博物館
２ 長尾為景書状（国宝「上杉家文書」） １通 （永正１０年）１０月２３日 米沢市上杉博物館
３ 上杉謙信書状写（『謙信公御書』３） １冊 （天文１８年）正月４日 米沢市上杉博物館
４ 上杉謙信書状 １通 （天文２０年）７月２３日 平子啓一氏　　　
５ 足利義輝御内書（国宝「上杉家文書」） １通 （天文１９年）２月２８日 米沢市上杉博物館
６ 大覚寺門跡義俊書状（国宝「上杉家文書」） １通 （天文２１年）５月２４日 米沢市上杉博物館
７ 後奈良天皇綸旨写（国宝「上杉家文書」） １通 　天文２２年（４月２２日） 米沢市上杉博物館
８ 足利義輝御内書（国宝「上杉家文書」） １通 （永禄２年）６月２６日 米沢市上杉博物館
９ 足利義輝御内書（国宝「上杉家文書」） １通 （永禄２年）４月２１日 米沢市上杉博物館
１０ 近衛前久書状（国宝「上杉家文書」） １通 （永禄２年） 米沢市上杉博物館
１１ 徹岫宗九授記文 １通 　天文２２年　１２月８日 上杉神社　　　　
１２ 太刀　銘国宗　附戒杖刀 １振 　鎌倉時代（１２～１３世紀） 個人蔵　　　　　
１３ 長尾上杉氏印章（重要文化財） ３顆 　室町時代（１６世紀） 個人蔵　　　　　
１４ 足利義輝御内書（国宝「上杉家文書」） １通 （永禄２年）６月２６日 米沢市上杉博物館
１５ 近衛前久書状（国宝「上杉家文書」） １通 （永禄４年） 米沢市上杉博物館
１６ 上杉謙信書状（国宝「上杉家文書」） １通 （弘治元年）８月４日 米沢市上杉博物館
１７ 上杉謙信書状（国宝「上杉家文書」） １通 （年 未 詳）３月１８日 米沢市上杉博物館
１８ 大太刀　伝倫光作（重要文化財） １振 　興国２年 上杉神社　　　　
１９ 上杉謙信像 １幅 　明治時代（１９世紀） 米沢市上杉博物館
２０ 近衛前久書状（国宝「上杉家文書」） １通 （永禄２年） 米沢市上杉博物館
２１ 馬上杯 １口 　明代（１４世紀～） 上杉神社　　　　
２２ 上杉謙信書状写（『上杉定勝自筆古案集』国宝「上杉家文書」） １冊 （天正２年）８月７日 米沢市上杉博物館
２３ 上杉謙信書状（国宝「上杉家文書」） １通 （年 未 詳）２月１３日 米沢市上杉博物館
２４ 上杉家家中名字尽（国宝「上杉家文書」） １冊 　天正５年　１２月２３日 米沢市上杉博物館
２５ 北条氏康書状（国宝「上杉家文書」） １通 （永禄１２年）４月２７日 米沢市上杉博物館
２６ 北条氏康書状（国宝「上杉家文書」） １通 （永禄１２年）６月１０日 米沢市上杉博物館
２７ 北条氏康・氏政連署起請文（国宝「上杉家文書」） １通 （元亀２年）２月１８日 米沢市上杉博物館
２８ 徳川家康起請文（国宝「上杉家文書」） １通 （元亀元年）１０月８日 米沢市上杉博物館
２９ 徳川家康書状（国宝「上杉家文書」） １通 （元亀元年）１０月８日 米沢市上杉博物館
３０ 徳川家康書状（国宝「上杉家文書」） １通 （年 未 詳）２月６日 米沢市上杉博物館
３１ 本庄実乃･河田長親･山吉豊守連署条書（国宝「上杉家文書」） １通 （永禄１１年）９月８日 米沢市上杉博物館
３２ 上杉謙信書状写（『謙信公御書』４） １冊 （永禄１１年）９月８日 米沢市上杉博物館
３３ 本庄繁長書状 １通 （永禄１１年）１２月２４日 米沢市上杉博物館
３４ 三木良頼書状（国宝「上杉家文書」） １通 （永禄１２年）２月２７日 米沢市上杉博物館
３５ 洛中洛外図屏風（国宝） ６曲１双 　室町時代（１６世紀） 米沢市上杉博物館
３６ 素懸熏韋威腹巻（山形県指定文化財） １領 　室町時代（１６世紀） 上杉神社　　　　
３７ 革製金箔置烏帽子形兜 １領 　室町時代（１６世紀） 上杉神社　　　　
３８ 旅壇具 １式 　室町時代（１６世紀）ヵ 上杉神社　　　　
３９ 紙衣陣羽織（重要文化財） １領 　室町時代（１６世紀） 上杉神社　　　　
４０ 川中島合戦図屏風（岩国市指定文化財） ８曲１双 　江戸時代（１７世紀） 譛岩国美術館　　
４１ 甲陽軍鑑（赤表紙） １冊 　江戸時代（１７世紀） 市立米沢図書館　
４２ 甲陽軍鑑（青表紙） １冊 　江戸時代（１７世紀） 市立米沢図書館　
４３ 新版改正甲陽軍鑑 １冊 　元禄１２年 市立米沢図書館　
４４ 川中島合戦図屏風 ６曲１双 　江戸時代（１７～１８世紀） ミュージアム中仙道
４５ 北越太平記　巻２ １冊 　江戸時代（１７世紀） 市立米沢図書館　
４６ 北越太平記　巻４ １冊 　江戸時代（１７世紀） 市立米沢図書館　
４７ 川中島合戦弁論 １冊 　江戸時代（１７世紀） 米沢市上杉博物館
４８ 川中島合戦図屏風 ６曲１双 　江戸時代（１８～１９世紀） 米沢市上杉博物館
４９ 常山紀談 １冊 　江戸時代（１８～１９世紀） 市立米沢図書館　
５０ 絵本甲越軍記 １冊 　文政８年 市立米沢図書館　
５１ 近衛前久書状写（『歴代古案』巻１１） １冊 （永禄４年）１０月５日 米沢市上杉博物館
５２ 上杉謙信感状写（『歴代古案』巻２） １冊 （永禄４年）９月２日･１３日 米沢市上杉博物館
５３ 上杉謙信感状写（『歴代古案』巻９） １冊 （永禄４年）９月２２日 米沢市上杉博物館
５４ 上杉謙信書状写（『謙信公御書』巻１） １冊 （天正２年）４月１３日 米沢市上杉博物館
５５ 歴代年譜　謙信公巻２（国宝「上杉家文書」） １冊 　天文２３年　１１月１９日条 米沢市上杉博物館
５６ 歴代年譜　謙信公巻３（国宝「上杉家文書」） １冊 　弘治３年　４月上旬条 米沢市上杉博物館
５７ 甲陽軍鑑　巻１０之上 １冊 　天文１８年　５月１日条 市立米沢図書館　
５８ 歴代年譜　謙信公巻７（国宝「上杉家文書」） １冊 　永禄４年　９月１０日条 米沢市上杉博物館
５９ 歴代年譜　謙信公巻１０（国宝「上杉家文書」） １冊 　永禄７年　８月１０日条 米沢市上杉博物館
６０ 歴代年譜　宗憲公巻２（国宝「上杉家文書」） １冊 　享保８年　５月６日条 米沢市上杉博物館
６１ 歴代年譜　景勝公巻２０（国宝「上杉家文書」） １冊 　慶長３年　８月２日条 米沢市上杉博物館
６２ 歴代年譜　景勝公巻２７（国宝「上杉家文書」） １冊 　慶長１７年閏１０月２日条 米沢市上杉博物館
６３ 御代々御式目　３之巻 １冊 　延宝９年　２月２７日条 米沢市上杉博物館
６４ 歴代年譜　斉憲公巻１２（国宝「上杉家文書」） １冊 　嘉永２年　１２月２０日条 米沢市上杉博物館

展示資料（所蔵を明記しないものは米沢市所有・当館蔵）
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№ 　資料名 員数 　時代 　所蔵　　　　　

〔後期〕
１ 上杉謙信書状写（『歴代古案』巻５） １冊 （弘治２年）６月２８日 米沢市上杉博物館
２ 長尾為景書状（国宝「上杉家文書」） １通 （永正１７年）１２月２４日 米沢市上杉博物館
３ 上杉謙信書状 １通 （天文１８年）１１月６日 平子啓一氏　　　
４ 上杉謙信感状写（『上杉定勝自筆古案集』・国宝「上杉家文書」） １冊　　　　（天文１８年ヵ）正月２６日 米沢市上杉博物館
５ 大覚寺門跡義俊書状（国宝「上杉家文書」） １通 （天文１９年）２月２８日 米沢市上杉博物館
６ 足利義輝御内書（国宝「上杉家文書」） １通 （天文２１年）５月２５日 米沢市上杉博物館
７ 足利義輝御内書（国宝「上杉家文書」） １通 （永禄２年）６月２６日 米沢市上杉博物館
８ 足利義輝御内書（国宝「上杉家文書」） １通 （永禄２年）６月２６日 米沢市上杉博物館
９ 足利義輝御内書（国宝「上杉家文書」） １通 （永禄２年）６月１６日 米沢市上杉博物館
１０ 足利義輝御内書（国宝「上杉家文書」） １通 （永禄２年）７月１４日 米沢市上杉博物館
１１ 後奈良天皇女房奉書（国宝「上杉家文書」） １通 （天文２２年） 米沢市上杉博物館
１２ 太刀　銘国宗　附戒杖刀 １振 　鎌倉時代（１２～１３世紀） 個人蔵　　　　　
１３ 長尾上杉氏印章（重要文化財） ３顆 　室町時代（１６世紀） 個人蔵　　　　　
１４ 足利義輝御内書（国宝「上杉家文書」） １通 （永禄４年）６月２日 米沢市上杉博物館
１５ 上杉謙信書状写（『謙信公御書』３） １冊 （永禄７年）８月４日 米沢市上杉博物館
１６ 上杉謙信書状（国宝「上杉家文書」） １通 （弘治２年）８月１７日 米沢市上杉博物館
１７ 上杉謙信書状（国宝「上杉家文書」） １通 （年 未 詳）２月２９日 米沢市上杉博物館
１８ 大太刀　伝倫光作（重要文化財） １振 　興国２年 上杉神社　　　　
１９ 上杉謙信像 １幅 　明治時代ヵ 常安寺　　　　　
２０ 近衛前久書状（国宝「上杉家文書」） １通 （永禄２年） 米沢市上杉博物館
２１ 馬上杯 １口 　明代（１４世紀～） 上杉神社　　　　
２２ 上杉謙信書状写（『歴代古案』巻１８） １冊 （天正２年）８月７日 米沢市上杉博物館
２３ 上杉謙信書状（国宝「上杉家文書」） １通 （年 未 詳）１０月１０日 米沢市上杉博物館
２４ 上杉謙信書状（国宝「上杉家文書」） １通 （年 未 詳）１０月１２日 米沢市上杉博物館
２５ 上杉謙信印判状（国宝「上杉家文書」） １通 　永禄４年　３月１１日 米沢市上杉博物館
２６ 織田信長書状（国宝「上杉家文書」） １通 （永禄７年）１１月７日 米沢市上杉博物館
２７ 織田信長書状（国宝「上杉家文書」） １通 （元亀２年ヵ）９月２５日 米沢市上杉博物館
２８ 上杉謙信書状写（『謙信公御書』４） １冊 （永禄１１年）８月１８日 米沢市上杉博物館
２９ 上杉謙信願文（国宝「上杉家文書」） １通 　元亀３年　６月１５日 米沢市上杉博物館
３０ 上杉謙信判物案（国宝「上杉家文書」） １通 　天正元年　１０月１９日 米沢市上杉博物館
３１ 足利義昭御内書（国宝「上杉家文書」） １通 （天正４年）８月１３日 米沢市上杉博物館
３２ 上杉謙信書状写（『歴代古案』巻１） １冊 （天正５年）９月１９日 米沢市上杉博物館
３３ 上杉氏軍役帳（国宝「上杉家文書」） １冊 （天正３年） 米沢市上杉博物館
３４ 上杉謙信制札写（国宝「上杉家文書」） １通 　天正５年１０月２５日 米沢市上杉博物館
３５ 洛中洛外図屏風（複製） ６曲１双 　室町時代（１６世紀） 米沢市上杉博物館
３６ 素懸熏韋威腹巻（山形県指定文化財） １領 　室町時代（１６世紀） 上杉神社　　　　
３７ 革製金箔置烏帽子形兜 １領 　室町時代（１６世紀） 上杉神社　　　　
３８ 旅壇具 １式 　室町時代（１６世紀）ヵ　 上杉神社　　　　
３９ 紙衣陣羽織（重要文化財） １領 　室町時代（１６世紀） 上杉神社　　　　
４０ 川中島合戦図屏風 ６曲１双 　江戸時代（１７世紀） 和歌山県立博物館
４１ 甲陽軍鑑（赤表紙） １冊 　江戸時代（１７世紀） 市立米沢図書館　
４２ 甲陽軍鑑（青表紙） １冊 　江戸時代（１７世紀） 市立米沢図書館　
４３ 新版改正甲陽軍鑑 １冊 　元禄１２年 市立米沢図書館　
４４ 川中島合戦図屏風 ６曲１双 　江戸時代（１９世紀） 勝山城博物館　　
４５ 北越太平記　巻２ １冊 　江戸時代（１７世紀） 市立米沢図書館　
４６ 北越太平記　巻４ １冊 　江戸時代（１７世紀） 市立米沢図書館　
４７ 川中島合戦弁論 １冊 　江戸時代（１７世紀） 米沢市上杉博物館
４８ 川中島合戦図屏風 ６曲１双 　江戸時代（１８～１９世紀） 米沢市上杉博物館
４９ 常山紀談 １冊 　江戸時代（１８～１９世紀） 市立米沢図書館　
５０ 絵本甲越軍記 １冊 　文政８年 市立米沢図書館　
５１ 近衛前久書状写（『謙信公御書』） １冊 （永禄４年）１０月５日 米沢市上杉博物館
５２ 上杉謙信感状写（『謙信公御書』１） １冊 （永禄４年）９月１１日 米沢市上杉博物館
５３ 上杉謙信感状写（『歴代古案』巻７） １冊 （永禄４年）９月１３日 米沢市上杉博物館
５４ 円昌坊教賀書状写（『歴代古案』巻１２） １冊 （天正４年）１０月１５日 米沢市上杉博物館
５５ 歴代年譜　謙信公　巻２（国宝「上杉家文書」） １冊 　天文２３年　１１月１９日条 米沢市上杉博物館
５６ 歴代年譜　謙信公　巻３（国宝「上杉家文書」） １冊 　弘治元年　３月下旬条 米沢市上杉博物館
５７ 歴代年譜　謙信公　巻７（国宝「上杉家文書」） １冊 　永禄４年　９月１０日条 米沢市上杉博物館
５８ 歴代年譜　謙信公　巻１６（国宝「上杉家文書」） １冊 　元亀３年　４月始条 米沢市上杉博物館
５９ 甲陽軍鑑　巻１２ １冊 　元亀３年　４月初条 市立米沢図書館　
６０ 歴代年譜　治憲公　巻１２（国宝「上杉家文書」） １冊 　安永６年　３月１３日条 米沢市上杉博物館
６１ 歴代年譜　景勝公　巻２７（国宝「上杉家文書」） １冊 　慶長１７年　３月１３日条 米沢市上杉博物館
６２ 御代々御式目　１之巻 １冊 　慶長１７年閏１０月２日条　　米沢市上杉博物館
６３ 御堂近火手配之図 １紙 　明暦元年　１０月 米沢市上杉博物館
６４ 歴代年譜　斉憲公　巻１２（国宝「上杉家文書」） １冊 　嘉永２年１２月２３日条 米沢市上杉博物館
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内　　容
　平成１５年に宮島吉亮氏（詠士の孫）から、詠士の書を中心に
関係資料を購入、また、寄贈となった作品、資料のお披露目の
展覧会であった。米沢藩の祐筆を勤めた詠士の祖父吉利（一瓢）
は能書家であり、幼い詠士にも厳しく指導したこと、政治家と
して活躍していた父誠一郎のもとに、師となった張廉卿の書が
あったことなど、詠士が書を志した背景を紹介しながら、詠士
特有の書の世界を堪能していただく機会とした。

入 館 料　一般 ５００円　 高大生 ３５０円　小中生 ２５０円
入場者数　２，１７１人
展示資料　５２点
関連事業　講演会　６月２６日豸　１４：００～　伝国の杜大会議室
　　　　　魚住和晃氏（神戸大学教授）「宮島詠士の書－歴史性と個性－」
　　　　　宮島吉亮氏（善隣書院院長）
　　　　　ワークショップ（教育普及事業で報告）　
　　　　　「激動の中の宮島家～詠士の書の原点は？～」

展示構成　Ⅰ．宮島家の系譜と祖父吉利（一瓢）
　　　　　Ⅱ．父誠一郎（栗香）とその周辺
　　　　　Ⅲ．宮島詠士の書

展示資料

（２）企画展「宮島家三代　―宮島詠士の書を中心に―」

印刷物：ポスターＢ２
　　　　チラシ　Ａ４
　　　　図　録　Ａ４判１１８頁１０００部発行

会　　期■　平成１７年６月１８日貍～７月１８日豺
会　　場■　企画展示室（９０％使用）
開催日数■　３０日間
主　　催■　米沢市上杉博物館

作者（書）作者（詩）、出典　　時　　代員数　　　資　料　名№

　①　宮島家の系譜と祖父一瓢

宮島吉利宮島吉利明治９年・１８７６年１幅清福天恩１

宮島吉利宮島吉利明治１２年・１８７９年１幅一瓢大人御歌（和歌）２

宮島吉利宮島吉利明治１３年・１８８０年１幅一瓢大人鶯入新年語（和歌）３

宮島吉利宮島吉利明治１３年・１８８０年１幅莫見乎隠４

１帖一瓢大人古稀祝詞５

１式一瓢日記６
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　②　父誠一郎（栗香）とその周辺

宮島誠一郎宮島誠一郎明治３年・１８７０年１幅黒田清隆君拝開拓判官之命７

宮島誠一郎宮島誠一郎明治７年・１８７４年１幅上林當苑翠光舒８

宮島誠一郎宮島誠一郎明治３５年・１９０２年１幅天神千年記９

窪田梨渓窪田梨渓１幅為国大経１０

窪田梨渓窪田梨渓１面連峯擁守蔚林霞１１

上杉茂憲上杉茂憲１幅死地侵来幾苦辛１２

中村研一（画）１９３５年１面勝海舟肖像１３

勝海舟　勝海舟１幅学而不倦教而不怠１４

三条実美三条実美双幅月と日の（和歌）１５

　陽気（二行詩）

副島種臣　副島種臣１面１６

副島種臣副島種臣１面葱蔚君園恰似山１７

張廉卿　　蘇軾１幅待月台１８

張廉卿１面剛健篤実輝光日新１９

何如璋何如璋明治１４年・１８８１年双幅何星使留別和韻２０

黎庶昌黎庶昌１幅索居離別己三 ２１

１帖国寶詩帖２２

明治３７年・１９０４年１巻南洲私祭詩歌２３

　③　詠士の書

宮島詠士昭和時代１幅漢魏遺風２４

宮島詠士易経、繋辞の語昭和時代１幅神武不殺２５

宮島詠士張廉卿昭和時代１幅夜坐２６

宮島詠士王守仁昭和時代１幅客座私祝２７

宮島詠士山田蠖堂昭和時代１幅自古三軍用気成２８

宮島詠士高啓昭和時代双幅華嶽雲開立馬看２９

宮島詠士張廉卿昭和時代１幅眼底３０

宮島詠士１面冀北名駒誰萬里３１

宮島詠士頼山陽昭和時代１幅太白當舟明似月３２

黄庭堅（蘇山谷宮島詠士）昭和時代１幅万巻蔵書宜子弟３３

宮島詠士李白１幅黄鶴楼送孟浩然之広陵３４

宮島詠士宮島誠一郎昭和３年・１９２８年１幅過板橋有感３５

宮島詠士劉長卿１幅身留一剣答君思３６

宮島詠士劉長卿１幅身留一剣答君思３７

宮島詠士杜甫１幅春山無伴獨相求３８

宮島詠士１幅遺廟丹青落３９

宮島詠士１幅瑞気祥雲４０

宮島詠士１幅相逢時短離時久４１

宮島詠士西道仙１幅孤軍奮闘破圍還４２

宮島詠士岑参１幅君不聞胡茄聲最悲４３

宮島詠士１幅寒雨連江夜入呉４４

宮島詠士１幅客心争明４５

宮島詠士１幅才本無多老更疎４６

宮島詠士１幅水國兼葭夜有霜４７

宮島詠士１幅酔余倚剣吐光芒４８

宮島詠士１幅風急天高４９

宮島詠士１幅延命十句観音経５０

宮島詠士宮島大八１幅奉送黄公度先生帰国５１

宮島詠士１面漢将軍飛破５２
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内　　容
　夏休みを念頭に親子で楽しむことのできる体験型の展示を開
催した。平成１４年度に開催した「近くてなつかしい昭和展」に
続き、昭和３０年代の人々の暮らしぶりを再現するものであるが、
特に今回はこどもたちの遊びに焦点をあて、体験コーナーを充
実させ、より体感できる展示を意識した。大人には懐かしさを、
若者やこどもたちには新鮮な感動を提供することを目指し、博
物館の歴史を写真でたどるコーナーを設けた。

入 館 料　一般 ３００円　 高大生 ２００円　小中生 １００円
入場者数　１２，２８６人
展示資料　約３００点
関連事業　□あやつり千兵衛さんのこま回しショー
　　　　　　７月２３日　１０：００～／１４：００～
　　　　　□ワークショップ（教育普及事業で報告）
　　　　　　「なつかしオリエンテーリング２」　

展示資料

Ⅰ．キャラメル横丁
　　　茶の間　駄菓子屋　貸し本屋　レコード屋　バス停　カメラ屋　床屋
　　　ごみ箱　たばこ屋　大衆食堂　自転車　カブ

Ⅱ．なつかしおもちゃ大博覧会

Ⅲ．昭和の流れにみる上杉博物館の今昔

（３）企画展「昭和の遊びと暮らし展」

印刷物：ポスターＢ２
　　　　チラシ　Ａ４

会　　期■　平成１７年７月２３日貍～８月２８日豸
会　　場■　企画展示室（９０％使用）
開催日数■　３５日間
主　　催■　米沢市上杉博物館
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内　　容
　人間国宝芹沢�介の生誕１１０年を記念した大
回顧展。芹沢長介氏の監修のもと、仙台、静岡
の芹沢美術館の協力を得、国内の６ヶ所（名古
屋・松坂屋、横浜・そごう美術館、東京日本橋
高島屋、・ＭＩＨＯ ＭＵＳＥＵＭ、当館が協力して
資料の選定、借用、展示企画、図録制作を行っ
た。着物、帯、のれんといった染色類のほか、
ハンドバック、絵本、ガラス絵、板絵また、飲
食店のマッチや軒灯といった商業デザインなど
初期から晩年までの約３００点を通して、芹沢�
介の業績の全容を紹介した。また、芹沢の弟子
として活躍した椿夏子（本市出身洋画家　椿貞
雄二女）の作品もあわせて展示した。

入 館 料　一　般 ４００円　 高大生 ３００円
　　　　　小中生 ２００円
入場者数　４，６２５人
展示資料　５２点
関連事業
　□ギャラリートーク
　　９月１０日貍・１０月８日貍　１４：００～
　　参加者　６２名
　□ワークショップ（教育普及事業で報告）　
　　「型絵染に挑戦！」
□プレイショップ／展覧会リンク企画＝型絵
染をつくろう！（ステンシル）

　　期間中１，５９８名参加
　□情報ライブラリー／「芹沢�介－心と技－」
　　常時上映・芹沢書籍コーナー設置

（４）企画展「生誕１１０年　芹沢�介展 ―用の美に魅せられた生涯―」

印刷物：
　ポスターＢ２
　チラシ　Ａ４

会　　期■　前期／平成１７年９月３日貍～９月２７日貂
　　　　　　後期／　　　　９月２９日貅～１０月１６日豸
会　　場■　企画展示室（９０％使用）

開催日数■　４３日間
主　　催■
　米沢市上杉博物館
　朝日新聞社
協　　力■
　東北福祉大学
　芹沢�介美術工芸館
　静岡市立芹沢�介美術館

展示資料
所　　蔵　　先作　　品　　名№

個人ざくろ１
静岡市立芹沢�介美術館落葉文帯２
静岡市立芹沢�介美術館杓子菜文間仕切３
個人苺・茄子５
日本民藝館丸幾何文のれん６
静岡市立芹沢�介美術館貝文油絵帯７
個人草花図二曲屏風８
静岡市立芹沢�介美術館つる草９
宮城県美術館『工藝』１～１２号１０
静岡市立芹沢�介美術館蔬果文帯地１１
静岡市立芹沢�介美術館座布団（５点）１３
静岡市立芹沢�介美術館丸文帯１２
静岡市立芹沢�介美術館ハンドバック（ねじり文　落葉文　幾何文）１４‐１６
静岡市立芹沢�介美術館山水文カルトン１７
静岡市立芹沢�介美術館『日本平』中村芦郎著１８
静岡市立芹沢�介美術館『ファン・ホッホの生涯と精神病』式場隆三郎著（特製）１９‐１
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館伊曾保物語四曲屏風２０
宮城県美術館『工藝』用帙１‐８２他
静岡市立芹沢�介美術館田園風景着尺２２
日本民藝館静岡四季　久能畷の桜　竜爪山の雪２３‐２４
静岡市立芹沢�介美術館『無染の歌』ウィリアム・ブレイク著・寿岳文章訳　他装丁本３冊２６‐２９
個人『川端康成集』第一巻　川端康成著３１‐３２
静岡市立芹沢�介美術館『島根・九州だより』Ｌ．ハーン著３３
㈱すずやのれん（柳文　和の字　福の字）３４‐３６

所　　蔵　　先作　　品　　名№
静岡市立芹沢�介美術館笹に牡丹唐草文帯地３７
日本民藝館小模様散らし小襖（４点）３８
日本民藝館貝紋小襖（２点）３９
静岡市立芹沢�介美術館『無明の歌』ウィリアム・ブレイク著・寿岳文章訳　他装丁本３冊４１‐４２
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館結び文帯地４３
静岡市立芹沢�介美術館四季文風炉先二曲屏風４４
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館『わそめゑかたり』４５
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館『絵本どんきほうて』４６
個人『絵本どんきほうて』４７
宮城県美術館『工藝』６１号～７２号４８
静岡市立芹沢�介美術館『雪国』川端康成著５１
静岡市立芹沢�介美術館小模様散らし着物５２
静岡市立芹沢�介美術館小模様ちらし帯地５３
静岡市立芹沢�介美術館東北窯めぐり六曲屏風５４
個人武州小川紙漉村５５
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館『諸職道具紋つくし』５６
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館沖縄三人女５９
個人丸紋首里の家６０
静岡市立芹沢�介美術館那覇大市図６１
個人琉球秀歌６２
個人琉球秀歌三十三首（冊子）６３
静岡市立芹沢�介美術館『二笑亭綺譚』式場隆三郎著６５
静岡市立芹沢�介美術館草花図二曲屏風６７
個人幾何文壁掛６８
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日本民藝館おぼろ染すすき文襖地６９
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館赤絵　大皿・大鉢・小皿（６枚組）・中皿７０‐７３
静岡市立芹沢�介美術館『微笑亭夜話』式場隆三郎著７４
静岡市立芹沢�介美術館『微笑亭夜話』他小間絵原画７５
個人『アイヌ芸術』第１巻～第３巻 金田一京助・杉山寿栄男著７７
個人婦人画報第４４９号　事変４周年記念特集７８
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館法然上人御影７９
宮城県美術館『工藝』１０９号・１１１号８０‐８１
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館『ロートレック』式場隆三郎著８２
静岡市立芹沢�介美術館丸文小紋着物８３
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館小川紙漉村文着物８４
静岡市立芹沢�介美術館苗代川春景８５
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館『琉球の型附』８６
静岡市立芹沢�介美術館『型染紋紙』８７
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館『赤絵もどき』８８
静岡市立芹沢�介美術館『益子日帰り』８９
静岡市立芹沢�介美術館『日本の紙』寿岳文章著９１
静岡市立芹沢�介美術館『紙漉村旅日記』寿岳文章著９２
個人１９４６カレンダー（１月～１２月）９３
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館紐結び文飾布９４
日本民藝館三角文壁掛９５
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館『蔵書票』９７
個人『蔵書票型紙』９８
宮城県美術館『工藝』１１７号（並製）９９
静岡市立芹沢�介美術館『平日抄』寿岳文章著１００
静岡市立芹沢�介美術館『六尺の土』若杉慧著１０１
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館
静岡市立芹沢�介美術館『沖縄風物』１０２

静岡市立芹沢�介美術館『手仕事の日本』柳宗悦著　他装丁本４点１０３‐１０７
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館グリーティングカード（１６枚）１０８
静岡市立芹沢�介美術館竹波文着物１１０
静岡市立芹沢�介美術館小花と亀甲文帯地１１１
個人週刊朝日　５４巻５２号　１２月２５日号１１２
静岡市立芹沢�介美術館鶏頭文のれん１１３
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館喜の字１１４
静岡市立芹沢�介美術館『日本艶笑滑稽譚』火野葦平著１１５
静岡市立芹沢�介美術館？『紙を造る人達』１１６
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館『型染燐票』１１７
静岡市立芹沢�介美術館亀甲文帯地１１８
静岡市立芹沢�介美術館『日本の限定本』駒井清次郎著１１９
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館落葉文着物１２０
静岡市立芹沢�介美術館登り窯文のれん１２１
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館いろは文着物１２２
ＭＩＨＯ　ＭＵＳＥＵＭ壺屋風物型染帯地１２３
静岡市立芹沢�介美術館『こけし・人・風土』（限定版）鹿間時夫著１２４
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館出雲四曲屏風１２５
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館小紋山形紋帯地１２６
㈱すずやのれん（筍文　縄のれん文）１２７‐１２８
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館一本松文のれん１３０
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館マッチ　各種１３１
静岡市立芹沢�介美術館立涌文間仕切１３２
静岡市立芹沢�介美術館『蒐集物語』柳宗悦著１３３
静岡市立芹沢�介美術館『自選佐藤春夫全集』佐藤春夫著１３４
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館ばんどり図四曲屏風１３５
㈱すずや窯出し文のれん１３６
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館風の字文のれん１３７
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館ＪＡＬパンフレット　ＪＡＬパンフレットパッケージ１３８‐１３９
静岡市立芹沢�介美術館『岩のある庭の風景』外村繁著１４０
静岡市立芹沢�介美術館『星の方言集　日本の星』野尻抱影著１４１
個人染分けいろは文着物１４２
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館漁船文着物１４３
柏市立砂川美術工芸館帯地（筍文　手篭文）１４４‐１４５
個人いろは文六曲屏風１４６
静岡市立芹沢�介美術館草花文着物１４７
静岡市立芹沢�介美術館『ちゃん』山本周五郎著１４８
静岡市立芹沢�介美術館東北笠文部屋着１４９
静岡市立芹沢�介美術館赤い葉文帯地１５０
静岡市立芹沢�介美術館木目文帯地１５１
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館染分け小花文帯地１５２
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館赤玉・緑玉絞り染飾布１５３
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館蝶文飾布１５４
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館信の字１５５
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館真の字１５６
㈱すずや「すずや・寿」の字のれん１５７
個人Ｅｒｏｔｉｃ　Ｐａｔｔｅｒｎ　１～３１６１‐１６３
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館『型染燐票集』上・下１６４
静岡市立芹沢�介美術館『裁きの石牢』南城範夫著　他装丁本２冊１６５‐１６７
大原美術館大原美術館工芸館　構想図１６８
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館甕垂文着物１６９
個人『極楽から来た挿絵集』１７１‐１７３
静岡市立芹沢�介美術館『落葉の隣り』山本周五郎著１７４

東北福祉大学芹沢�介美術工藝館御滝図文のれん１７５
静岡市立芹沢�介美術工藝館柳宗悦師像１７６
静岡市立芹沢�介美術館『箱根山』獅子文六著　他装丁本２冊１７７‐１７８
静岡市立芹沢�介美術館朝顔文のれん１７９
静岡市立芹沢�介美術館『可否道』獅子文六著１８０
静岡市立芹沢�介美術館貝文着物・着尺１８１‐１８２
ＭＩＨＯ　ＭＵＳＥＵＭ貝文黒地着尺１８３
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館鯛泳ぐ文着物１８４
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館芭蕉文着物１８５
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館『'型絵本五部作』（のれん集・はなよりも・小間絵上下・続小間絵）１８６
静岡市立芹沢�介美術館『紀ノ川』有吉佐和子著１８７
静岡市立芹沢�介美術館軒灯（９点のうち５点）１８８
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館天の字のれん１９０
個人人の字　他ガラス絵　他肉筆画８点１９１‐２０１
静岡市立芹沢�介美術館『京の川』水上勉著２０３
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館スペインの民家２０５
静岡市立芹沢�介美術館『おどんな日本一』海音寺潮五郎著２０６
静岡市立芹沢�介美術館『十三妹』武田泰淳著２０７
静岡市立芹沢�介美術館津村山々文着物２０８
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館津村小庵文帯地２０９
個人秋庭図二曲屏風２１０
ＭＩＨＯ　ＭＵＳＥＵＭ雲山のれん２１１
個人　　　ＡＮＯＨＩＴＯ２１２
静岡市立芹沢�介美術館文字文部屋着２１３
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館和本散らし二曲屏風２１４
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館山の字文のれん２１５
静岡市立芹沢�介美術館飛の字のれん２１６
個人『中国忍者伝　十三妹挿絵集』２１７
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館モザイク文２１８
静岡市立芹沢�介美術館『守礼の国』石野径一郎著２１９
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館座辺の李朝二曲屏風２２１
個人『世界のみんげい　おもちゃ人形』２２２
個人鎌倉の秋着物２２３
個人小花入瓜文着物２２４
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館斜格子金彩着物２２５
静岡市立芹沢�介美術館宝づくし文着物２２６
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館洲浜形四季文四曲屏風２２７
柏市立砂川美術工芸館のれん（扉文　縄文）２３０‐２３１
個人『いろいろ品がき　つつむ紙』２３２
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館沖縄みやげ二曲屏風２３３
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館四季曼荼羅二曲屏風２３４
静岡市立芹沢�介美術館三つの箱（フィンランドの童話）２３５
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館三つの箱（フィンランドの童話）２３６
個人手２３７
個人名ナキゾ名ナル２３８
個人　　　奉納　かまた未男２３９
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館『装幀図案集三』『装幀図案集一』２４１‐２４２
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館『型染うちわ絵帖』上下２４３
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館団扇（風月草花壷文　薊文　貝殻文　波文）２４４‐２４７
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館扇子（鳥文　草花山文　草花文　鶏頭薄文）２４８‐２５１
個人『張子いろいろ』２５２
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館『装幀図案集二』２５３
個人『小もよう』２５４
静岡市立芹沢�介美術館『守礼の国挿絵』２５７
静岡市立芹沢�介美術館縄文着物２５８
静岡市立芹沢�介美術館寿の字のれん２５９
静岡市立芹沢�介美術館木々山々２６０
個人『散華』２６１
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館破れ格子文着物２６２
個人ギリシアの人形と皿２６３
大原美術館大原美術館工芸館２６４
柏市立砂川美術工芸館波文着物２６６
個人『小型絵一～五』（折本）２７０
静岡市立芹沢�介美術館染め人集る２７２
静岡市立芹沢�介美術館布を染める人２７３
個人『妙好人因幡の源左』２７４
静岡市立芹沢�介美術館八十七翁２７７
個人品書（ざくろ　八雲　すずや）２８２‐２８４
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館はがき（郷土玩具）２８５
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館はがき（手仕事シリーズ）２８６
個人手２８７
東北福祉大学芹沢�介美術工藝館仏手　他板絵５点２８９‐３０１

　椿夏子作品・関連資料
米沢市上杉博物館海の詩屏風
米沢市上杉博物館染布
米沢市上杉博物館染布
米沢市上杉博物館花文ちりめん帯地
米沢市上杉博物館花篭文帯地
米沢市上杉博物館花篭文型紙
個人椿夏子宛芹沢�介書簡（芹沢青山より）他５通
個人芹沢�介　法然上人板絵
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内　　容
　平成１３年に新博物館がオープンして以来、「上杉家の至宝」な
ど展覧会の中で刀剣を数点展示することがあったが、刀剣のみ
で構成した本格的な刀剣の展覧会であった。「山形の刀剣」との
タイトルから、現在山形県内にある国（文化庁）と財団法人日
本美術刀剣保存協会の指定を受けた名刀で構成した。そのため、
時代や地域（産地）に偏りが生じてしまったが、国宝や重要文
化財、重要美術品等の名刀が並び好評を博した。
　山形県には５つの国宝があるが、致道博物館所蔵の国宝の太
刀２口の借用が可能となり、別室で展開した当館の国宝「上杉
本洛中洛外図屏風」「上杉家文書」と４点を同時に展示する期
間の設定ができ、相乗効果的な広報も可能であった。

入 館 料　一　般 ４００円
　　　　　高大生 ３００円
　　　　　小中生 ２００円
入場者数　７，２４９人
展示資料　２５点

（５）特別展「山形の刀剣」

印刷物：ポスターＢ２
　　　　チラシ　Ａ４
　　　　図　録　Ａ４判５６頁１０００部発行

会　　期■　平成１７年１０月２２日貍～１２月１１日豸
会　　場■　企画展示室（８０％使用）
開催日数■　４８日間
主　　催■　米沢市上杉博物館

（６）国宝「上杉本洛中洛外図屏風」原本特別展示

会　　期■　平成１７年１０月１９日貉～１１月８日貂
会　　場■　企画展示室（２０％使用）
開催日数■　２０日間

　上杉博物館は国宝「上杉本洛中洛外図
屏風」を所蔵し、通常は常設展示室上杉
文華館で複製を展示し、春と秋の一定期
間に原本展示を行っている。
　今回は特別展示として原本を公開し、
上杉文華館や特別展などではテーマとの
関連で紹介することが難しい個別のシー
ンについて詳しく紹介した。
　また、あわせて国宝「上杉家文書」から
も洛中洛外図と関連する資料を展示した。

関連事業　講演会：１１月５日貍　１４：００～　伝国の杜大会議室
　　　　　酒井忠久氏（致道博物館館長）「国宝の太刀と酒井家」
　　　　　ワークショップ（教育普及事業で報告）　
　　　　　「刀剣の魅力を探る」

入 館 料　一般 ２００円　高大生 １００円　小中生 ５０円
入場者数　３，７２８人　　展示資料　５点
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展示
期間　所蔵　時代員数　　　資　料　名　指　定№

◎個人蔵鎌倉時代１口短刀　銘　則國　附　折紙・由緒書重要美術品１

◎致道博物館鎌倉時代１口短刀　銘　吉光（名物信濃藤四郎）重要文化財２

◎個人蔵鎌倉時代１口短刀　銘　来国俊　永仁五年二月　日県指定文化財３

◎個人蔵鎌倉時代１口刀　無銘　朱銘　来国光　本阿（花押）附　折紙県指定文化財４

◎個人蔵南北朝時代１口脇指　銘　長谷部国重県指定文化財５

◎個人蔵鎌倉時代１口太刀　無銘（伝　千手院）県指定文化財６

◎個人蔵鎌倉時代１口短刀　無銘（伝　当麻）県指定文化財７

○致道博物館平安時代１口太刀　銘　信房作　附　金梨子地葵紋散蒔絵糸巻太刀拵国宝８

◎米沢市上杉博物館鎌倉時代１口太刀　銘　一（号　姫鶴一文字）附　黒漆合口打刀拵重要文化財９

◎個人蔵鎌倉時代１口脇指　銘　則房県指定文化財１０

◎個人蔵鎌倉時代１口刀　無銘（伝　一文字）附　変り塗打刀拵県指定文化財１１

◎上杉神社鎌倉時代１口長巻　無銘（伝　片山一文字）附　黒塗長巻拵重要文化財１２

◎個人蔵鎌倉時代１口刀　無銘　金銘　国宗県指定文化財１３

◎米沢市上杉博物館鎌倉時代１口太刀　銘　長船長光　文永十一年十月廿五日　附　黒漆打刀　拵重要美術品１４

●致道博物館鎌倉時代１口太刀　銘　真光　附　金梨子糸巻太刀拵国宝１５

◎個人蔵鎌倉時代１口短刀　銘　備州長船住景光　元徳三年五月日重要美術品１６

◎上杉神社南北朝時代１口太刀　無銘（伝　元重）重要文化財１７

◎個人蔵鎌倉時代１口太刀　銘　守家造県指定文化財１８

◎個人蔵鎌倉時代１口太刀　銘　助次特別重要刀剣１９

◎個人蔵室町時代１口太刀　銘　不明（越前来國安）甲種特別貴重刀剣２０

◎個人蔵桃山時代１口刀　銘　以南蛮鉄於駿州越前康継　濃州所生藤原藤野小刑部自珍　
附　変り塗打刀拵重要美術品２１

◎個人蔵南北朝時代１口脇指　無銘（伝　義弘）附　研出鮫印籠刻脇指拵県指定文化財２２

◎出羽三山歴史博物館南北朝時代１口太刀　銘　月山重要美術品２３

◎個人蔵江戸時代１口刀　銘　七十翁藤原直胤（花押）
弘化五申二月日依大政殿下台命所造之御太刀副作也　刻印（都）重要美術品２４

◎致道博物館明治時代１口刀　銘　羽州大泉住豊前守藤原清人明治三年八月日県指定文化財２５

「山形の刀剣」展示資料
展示期間　◎全日程　○１０月２２日～１１月２３日
　　　　　●１０月２２日～１１月８日、１１月２５日～１２月１１日

　　所　　蔵　　時　　代　　　　　　　　　　　 作者　員数　　　資　料　名№

米沢市上杉博物館室町～桃山（１６世紀）　　　　　　　狩野永徳六曲一双国宝　上杉本　洛中洛外図屏風１

米沢市上杉博物館（天文２２年〔１５５３〕）４月２１日１通国宝　上杉家文書
　　　山門三院執行代・別当代連署状２

米沢市上杉博物館（永禄３年〔１５６０〕）７月２日１通国宝　上杉家文書
　　　広橋国光副状３

米沢市上杉博物館（永禄２年〔１５５９〕５月か６月頃）１通国宝　上杉家文書
　　　上杉謙信条書案４

米沢市上杉博物館（永禄１１年〔１５６８〕）２月８日１通国宝　上杉家文書
　　　織田信長書状案５

「洛中洛外図原本特別展示」展示資料
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内　　容
　絵画作品は描画材や支持体の違いによって「日本画」「洋画
（油彩）」などと分類されているが、その差は一般には漠然と認
識されているに過ぎない。本展覧会では当館のコレクションと
ともに実際の描画材にふれながらその違いを認識してもらい、
素材から作品に親しめるものとして開催した。また、博物館と
いう非日常空間に置かれている美術作品も本来は生活空間を彩
る、人々の生活の近くにあるものだということを体感して頂く
ため、畳に座って作品を鑑賞できるコーナーを設けた。

入 館 料　一般 ２００円　 高大生 １００円　小中生 ５０円
入場者数　１，９８５人
展示資料　４１点
関連事業　□ワークショップ（教育普及事業で報告）
　　　　　　「冬の夜の博物館―鑑賞とくつろぎ―」「美術たんけんたい」（教育普及事業で報告）
　　　　　□ギャラリートーク
　　　　　　２月１１日貍　１４：００～　

展示資料

（６）コレクション展「もっと親しむ美術　―コレクションでみる素材と技法―」

　材質／形状　制作年　作者名　作　品　名№

板・油彩平成９後藤　克芳ダイアリイ１

紙本彩色昭和６２遠藤　桑珠春堤２

キャンバス・油彩昭和２２土田　文雄湖畔細雨３

板・パステル・鉛筆昭和２５-３５椿　　貞雄彩子４

紙・鉛筆昭和８椿　　貞雄猫の図５

紙・鉛筆・水彩昭和時代中期福王寺法林愛宕山６

絹本紺地金泥描大正時代‐昭和時代狩野　文信紺地金泥阿弥陀三尊来迎図７

キャンバス・油彩　昭和４８土田　次枝山麓の教会８

キャンバス・油彩昭和時代黒沢　梧郎波　みをつくしの海９

キャンバス・油彩昭和５０黒沢　梧郎晩秋民家１０

印刷物：ポスターＢ２
　　　　チラシ　Ａ４

会　　期■　平成１８年１月４日貉～２月１９日豸
（１月１日・２日臨時開館）

会　　場■　企画展示室（９０％使用）
開催日数■　４３日間（１月１日・２日臨時開館）
主　　催■　米沢市上杉博物館
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紙本墨画着色昭和２５-４１本間　国生水墨日本風物抄　千古の雪１１

紙本墨画着色昭和２５-４１本間　国生水墨日本風物抄　雨の門司港１２

紙本墨画淡彩（一巻）江戸時代目賀　多家粉本　唐獅子の図１３

紙本墨画淡彩（一巻）江戸時代目賀　多家粉本　襖絵五図１４

紙・色鉛筆昭和２９土田　文雄スケッチブック１５

キャンバス・油彩昭和３１頃土田　文雄鎌倉の海１６

紙・鉛筆・ペン昭和１４浜田　浜雄スケッチ１７

紙本着色（一冊）明治時代- 大正時代下條　桂谷名扇帖１８

絹本着色（一幅）江戸時代末- 明治時代上杉　勝賢花木図１９

紙本墨画淡彩（一幅）江戸時代末- 明治時代浜崎　木麟盆栽花卉図２０

紙本墨画（六曲一双）江戸時代目賀多信済山水図２１

絹本着色（一幅）江戸時代 目賀多信済（雲川）布袋図２２

木・油彩平成３後藤　克芳ＳＴＥＥＬ　ＣＩＴＹ２３

キャンバス・油彩他昭和４８加藤　喜夫作品名未詳２４

キャンバス・油彩他昭和５９加藤　喜夫歓喜天２５

紙・エアブラシ・ペン昭和２５-３５浜田　浜雄網と鳥（鳥虫花）２６

紙・エアブラシ・ペン昭和２５-３５浜田　浜雄親たち夫婦たち子供たち（上ト下ト）２７

紙本墨画淡彩（一幅）昭和時代椿　　貞雄雪洞嬉遊図２８

紙本墨画淡彩　　　　昭和時代椿　　貞雄菜果図２９

紙本墨画（一双）左隻のみ江戸時代末- 大正時代下條　桂谷山水図屏風３０

キャンバス・油彩昭和２７-４８土田　次枝静物と風景３１

キャンバス・油彩　平成４土田　次枝風景３２

キャンバス・油彩昭和２９土田　文雄海岸の小屋３３

キャンバス・油彩昭和時代広瀬　　功白馬の春（白馬三山）３４

昭和時代椿　　夏子タペストリー３５

キャンバス・油彩　昭和１８椿　　貞雄晴子像３６

キャンバス・油彩　昭和２０椿　　貞雄妙義山３７

紙本着色昭和２２椿　　貞雄花鳥図（菊雀図）３８

板・油彩昭和３０椿　　貞雄外川風景３９

紙本淡彩昭和１１椿　　貞雄花下清遊図４０

キャンバス・油彩大正時代‐昭和時代窪島　紫陽風景４１

絹本墨画着色昭和１３窪島　政男富士山の図４２
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２．教育普及
目　　的
　地域の住民（こどもたちも含めた）が地域の自然や文化を正しく理解し、それを継承していくため
の契機となっていく。歴史や美術をとおして、こどもたちが広い視野で将来を見据えられるような展
示や体験学習の提供と出版物の制作を行う。これらの活動を積み重ねていくことにより、館の社会的
認知度を高めていき、その結果として、住民が博物館（地域のシンボル）をつくっていく一員である
という認識を持つことができ、共に成長していく。

（１）ワークショップ

　目でみるだけではなく、手の感触、音、においなどの感覚を伴った体験は、こどもたちに新鮮な驚
きと感動を与え、それがこどもたちの興味や関心を高めていく。これらの体験は文字による学習の何
倍もの情報量があり、臨場感を伴うため、自分のイメージを大きくふくらませる楽しみがあり、この
イメージづくりの楽しさが自ら学ぼうとする意欲を呼び起こし、それが学習や、日常生活のステップ
となっていく。その手助けをする環境やプログラムなどを提供し、こどもたちが広い視野で将来見据
えられるようなきっかけづくりを行っていく。

■川中島合戦いろいろ
　特別展「上杉謙信」開催に伴うワークショップ。川中島合戦図屏風をじっくりと観察して、それぞれ
の特徴を把握し、描かれたそれぞれの立場や川中島合戦および上杉謙信のイメージ形成について考えた。
開催日時　平成１７年５月７日貍　１８：００～２０：００
募集定員／参加人数　１５名／３名
募集対象　高校生以上
内　　容　①文章で書かれた川中島合戦の謙信・信玄
　　　　　②米沢本川中島合戦図屏風をみる
　　　　　　１．謙信を探せ　２．信玄を探せ　３．一騎打ちをみる
　　　　　③米沢本のストーリーを読む

■親子であそぼう　ねんど・ねんど・ねんど
　未就学児親子を対象にしたワークショップ。大量の粘土を使って体一杯に土の感触を味わいながら
造形活動を行なった。海をテーマに親子でイメージを膨らませ、さまざまないきものを制作した。
開催日時　平成１７年７月１０日豸　１０：００～１２：００
募集定員／参加人数　親子２０組／２０組
募集対象　未就学児親子
内　　容　①粘土の島づくり
　　　　　②海のなかまをつくろう
　　　　　③みんなに紹介　海の仲間たち
　　　　　④粘土の島を持ち帰ろう
　
■激動の中の宮島家　～詠士の書の原点は？～
　企画展「宮島家三代」開催に伴うワークショップ。江戸から明治へと時代が激変する渦中にあった
宮島家三代の歴史を理解し、書を志した詠士の原点を探った。また、筆に水分を多く含ませ滲みをつ
くる筆法に挑戦し、独特な詠士の書の魅力を体感した。
開催日時　平成１７年６月１９日貍　１３：３０～１６：３０
募集定員／参加人数　１５名／１２名（高校生１０名　大人２名）
募集対象　高校生以上
内　　容　①企画展「宮島家三代」を観覧し、宮島家の歴史を理解し、詠士の書の原点を探る。
　　　　　②講師に菊池峰月氏を迎えて、「書」および「詠士の書」について理解する。
　　　　　③書道家のボランティア講師陣の協力を得て、「詠士の書」に挑戦。文字を書いてみる。

募集制ワークショップ
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■なつかしオリエンテーリング
　体験学習室と企画展示室の二箇所にオリエンテーリングポイントを設けた。参加者は二つのグルー
プに分かれ、クイズに答えたり、さまざまな体験をしながら昭和の町を巡り歩いた。
開催日時　平成１７年８月７日豸　１３：３０～１６：３０
募集定員／参加人数　２０名／１０名（小学生７名　大人３名）
募集対象　小学生以上
内　　容　①体験学習室に集合し、オリエンテーリングの説明。
　　　　　②昭和初期～中期の概要を学んだあと、オリエンテーリング開始

③参加者はワークシートを頼りに館内（主に展示室）のチェックポイントをまわり、昭和
の暮らしを体験していく。

■型絵染に挑戦！
　企画展「生誕１００年芹沢�介　―用の美に魅せられた生涯―」の開催に合わせたワークショップ。芹
沢のお弟子さんを講師に招き本格的な型絵染めの行程を体験した。
開催日時　平成１７年９月１７日貍　９月１８日豸　１０：００～１５：００
募集定員／参加人数　２０人／２０人
募集対象　高校生以上
講　　師　土手武彦氏　土手千鶴子氏
内　　容　①沖縄の紅型の型を和紙に染める。
　　　　　②古代唐草文様の型を麻布に染める。
　　　　　③型彫りをして合羽刷りの葉書を制作する。

■刀剣の魅力を探る
　特別展「山形の刀剣」開催に伴うワークショップ。武器としての機能だけではない、工芸的な刀剣
の美や刀匠の技、日本人の歴史や生活との関わりを理解した。刀剣の茎に刻まれる「銘切り」の体験
を通して、さらなる関心と理解度を深めた。
開催日時　平成１７年１１月１９日貍　１３：３０～１６：３０
募集定員／参加人数　１５名／１１名
募集対象　高校生以上
内　　容　①特別展「山形の刀剣」刀身と拵の名称および長さ、形、刃文等について知る。
　　　　　②刀剣の取り扱いについて知る。
　　　　　③講師に刀匠の神林恒平氏を迎えて、「銘切り」体験。

■冬の夜の博物館 ―鑑賞とくつろぎ―
　閉館後の博物館で展示品を鑑賞する。コレクション展「もっと親しむ美術―コレクションでみる素
材と技法―」をゆっくり鑑賞する内容とした。
開催日時　平成１８年１月２７日貊　１９：００～２０：３０
募集定員／参加人数　２０名／１２名（大人１１名　学生１名）
募集対象　高校生以上
内　　容　①ワークシートを手に各自鑑賞（展示室にはＢＧＭが流れる）
　　　　　②作品についてのフリートーク

■美術たんけんたい
　小学生を対象にした鑑賞ワークショップ。作品の素材・技法・作者のことばを紹介し、絵画に対す
る興味・関心を引き出した。また、福島県立美術館から美術鑑賞ツール「アートキューブ」を借用し、
美術鑑賞教育の可能性を共同で考えていく機会となった。
開催日時　平成１８年２月５日豸　１３：３０～
募集定員／参加人数　２０名／１４名（小学生１４名）
募集対象　小学３年生以上
内　　容　①作品のできるまで　―えかきさんになろう―　
　　　　　②絵の中にはいろう　　
　　　　　③おうちの中にかざろう
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■きみもチルドレンキュレーターズ　～展覧会編～
　博物館の仕事を体験する５回連続のワークショップ。参加者はチルドレンキュレーター（子ども学
芸員）として博物館の行事に様々な形で参加した。今年度は展覧会の開催を目標として活動した。
開催日時　平成１７年６月２５日／７月２３日／８月２７日／９月２５日／
　　　　　　　　　１０月２９日／平成１８年２月２６日　
募集定員／参加人数　２０人／９人
募集対象　小学４年生～６年生
内　　容　①博物館の仕事って？　－博物館の裏側をのぞこう－
　　　　　②展覧会をかんがえよう　－アイディアをふくらまそう－
　　　　　③収蔵庫をさぐる　－作品について話合おう－
　　　　　④展示のこころ　－レイアウトを考えよう－
　　　　　⑤作品の説明をつくる／展示のわざ伝授

□チルドレンキュレーターズによる展覧会（企画展示室）２００６年３月４日貍～５日豸
　「ふるさととわたしたち　いろいろ人物米沢編」
主な展示資料
　上杉謙信肖像　　　　　　　　　　上杉景勝肖像　　　　　　　　上杉鷹山肖像
　直江兼継肖像　　　　　　　　　　かてもの版木　　　　　　　　伊東忠太像
　震災祈念堂レプリカ　　　　　　　椿貞雄「洋装せる菊子立像」　福王寺法林「山の変電所」
　鈴木実「萌えいづるいのちの像」　遠藤桑珠「谷地小路風景」　　桜井祐一「ネグリジェの女」

　学校週５日制、新学習指導要領の実施に伴い、博物館に対する期待が高まっている。土曜日、博物
館は学校と違った立場でこどもたちにアプローチできるのか、模索しながらではあるが、こどもたち
と一緒に成長していきたい。自由参加プログラムは通常設置しているプレイショップの延長線上にあ
り、プレイショップで設置している様々な道具や伝承あそびをピックアップし、掘り下げるものであ
る。日常の中で様々な想像と創造力を生み出すきっかけの一つとなり、風土を肌で感じ、体いっぱい
に吸い込むことのできる空間を提供していく。また、近年手先の作業が苦手なこどもが増えているこ
となどから、手作業を中心にプログラムを構成した。

■むかしむかしを聞こう　①～⑥
開催日時／参加人数　①５月２１日貍／２０名　　②６月１８日貍／１８名　　③７月１６日貍／２３名
　　　　　　　　　　④８月２０日貍／３３名　　⑤９月１０日貍／１４名　　⑥１０月１５日貍／１１名
内　　容　米沢市の語り部ボランティア「米沢とんと昔の会」の協力のもと開催。
　　　　　各回テーマを設けて展開。暖かい語り口が好評を博した。

■笹巻きっていいなぁ…
開催日時　平成１７年６月１１日貍
参加人数　６４名
内　　容　毎回人気のプログラム。置賜地方に昔から伝わる笹巻きの作り方を講習。

■布ぞうりっていいなあ ･･･
開催日時　平成１７年９月２４日貍　
参加人数　２３名
内　　容　古裂で草履を製作。プレイショップで常設している「織る」を実用的に展開。

■たのしい冬あそび　～コマ編～
開催日時　平成１７年１１月１９日貍
参加人数　３７名
内　　容　紐投げ式のコマの遊び方を紹介。捻り式の手作りコマも製作。

自由参加制ワークショップ
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■年賀状っていいなあ…
開催日時　平成１７年１２月１０日貍
参加人数　１７名
内　　容　合羽刷りの手作り年賀状を製作。

■糸から布へ　～簡単織り機～
開催日時　平成１８年１月２１日貍
参加人数　１３名
内　　容　立体に編む事ができる織機でアクセサリーを製作。

■ぐにょっぴーをつくろう
開催日時　平成１８年３月１１日貍
参加人数　５１名
内　　容　小麦粉と風船で造る造形プログラム。
　　　　　身近な素材で作れることが好評だった。
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（２）プレイショップ

目　　的
　「Ｈａｎｄｓ  ａｎｄ  Ｈｅａｒｔ ～手と心で感じよう～」をテーマに、日常の中で様々な想像と創造力を生み
出すきっかけのひとつとなる場所・空間・時間を提供し、純粋に心で感じ、楽しんでもらっている。
日本古来の楽器や玩具、日本独自の手工芸などを紹介するとともに、スイッチやボタン一つで動いて
しまうものではなく、自らの手で触り、動かし、感じることができる環境を提供する。現在失われつ
つある日本の伝統を一部ではあるが伝承していく。

内　　容
　当館の体験学習室は、ウィークデーはプレイショップ、ミュージアムスクールに使用し、土日は募
集制・自由参加制ワークショップに使用するというように、フレキシブルにその設えを変動させてい
る。常設のプレイショップも来館者の使いやすさ、危険防止、また、それぞれのツールの役割がより
よく来館者に伝わるようにを考慮し、半年に１度ツールボックスや体験机の配置を検討している。本
年度は昨年度の経過を踏まえ下記のような配置とした。

（３）ミュージアムスクール・出前授業

　博物館の持つ教育的な要素の中で、最も特徴的なことは「実物資料を持っている」ことである。実
物とその情報を複合的、学術的につなぎ、学校だけでは味わうことのできない驚きや感動を与えてい
くことをねらいとしている。

□ミュージアムスクール（博物館で実物資料をみながら様々な体験や調べ学習を行う。）
　平成１７年７月４日（月）　総合的な学習　　　　　　　　　　　　　　　　　米沢市立第一中学校３年
　７月１３日（水）　　　美術科「日本画のよさを味わおう」　　　　　　　米沢市立第二中学校２年
　７月１４日（木）　　　美術科「日本画のよさを味わおう」　　　　　　　米沢市立第二中学校２年
　７月２１日（木）　　　総合的な学習「洛中洛外図の模写」　　　　　　　米沢市立第一中学校３年
　８月３１日（水）　　　総合的な学習「洛中洛外図の模写」　　　　　　　米沢市立第一中学校３年
　９月８日（木）　　　総合的な学習「洛中洛外図の鑑賞」　　　　　　　米沢市立第六中学校
　１１月２８日（月）　　　総合的な学習「江戸時代の置賜の衣食住について」米沢市立第一中学校
□施設利用
　５月３１日（火）　　　米沢市立第二中学校
　６月２３日（木）　　　「地域観光振興塾」　　　　　　　　　　　　　　　山形県立米沢商業高校
　７月１５日（金）　　　米沢市立万世小学校
　９月１６日（金）　　　米沢市立北部小学校４年生
　１０月１１日（火）　　　社会科見学　　　　　　　　　　　　　　　　　　米沢市立関根小学校
　１０月１２日（水）　　　校外体験学習　　　　　　　　　　　　　　　　　米沢市立松川小学校３年
　１０月１８日（火）　　　「米沢探検」　　　　　　　　　　　　　　　　　　米沢市立窪田小学校２年
　１０月２０日（木）　　　社会科「米沢の特徴・産業」　　　　　　　　　　米沢市立愛宕小学校
　１０月２１日（金）　　　調べ学習　　　　　　　　　　　　　　　　　　　米沢市立興譲小学校
　１０月２５日（火）　　　総合的な学習　　　　　　　　　　　　　　　　　川西町立犬川小学校４年
　１０月２５日（火）　　　総合的な学習　　　　　　　　　　　　　　　　　南陽市立赤湯小学校
　１０月２５日（火）　　　総合的な学習　　　　　　　　　　　　　　　　　米沢市立北部小学校
　１０月２８日（金）　　　米沢市立興譲小学校３年生
　１０月２８日（金）　　　生活科　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　米沢市立南原小学校
　１１月１日（火）　　　生活科　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　米沢市立万世小学校
　１１月２日（水）　　　校外学習　　　　　　　　　　　　　　　　　　　米沢市立松川小学校
　平成１８年１月２４日（火）　企画展示室の鑑賞　　　　　　　　　　　　　　　山形県立米沢養護学校　
　１月３１日（火）　　　企画展示室の鑑賞　　　　　　　　　　　　　　　山形県立米沢養護学校
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□出前授業
　９月６日（火）　　　図工「こころのまどをひらいたら」（鑑賞）　　　米沢市立万世小学校
　１０月７日（金）　　　図工「こころのまどをひらいたら」（鑑賞）　　　米沢市立万世小学校

（４）情報ライブラリー

　無料スペースである情報ライブラリーでは、企画展に関連した書籍をピックアップして紹介し、展
示の内容を補った。
　以下の映像ソフトを制作し、５台の検索機で公開した。
　　①「米沢の民話／解説編」　　②「米沢の民話　食わず女房」
　　③「米沢の民話　笠地蔵」　　④「米沢の民話　佐ひょう話」

（５）博物館実習

　大学において博物館学芸員資格取得講座を受講している学生の実習機関として、受入・指導を行っ
ているが、１７年度は５大学から８名を受け入れ、下記の通り実施した。
　　佐竹貴美子（新潟大学）　　　　　　菅野　綾子（奈良女子大学）　
　　須藤紗希子（東京女子大学）　　　　曽根佐央里（群馬県立女子大学）
　　岩渕　真澄（米沢女子短期大学）　　越賀　悠子（米沢女子短期大学）
　　鈴木　優里（米沢女子短期大学）　　本多　貴子（米沢女子短期大学）

実習の記録

午後（１３：００～１６：００）午前（９：００～１２：００）

資料の取扱（古文書）
館長挨拶
博物館概要説明、事務連絡
資料の取り扱い（歴史資料）

９月５日（月）

資料の取り扱い（歴史資料）資料の取り扱い（歴史資料）９月６日（火）

資料の取扱（古文書）資料の取扱（古文書）９月７日（水）

資料の取扱、資料整理（現代美術）資料の取扱、資料整理（現代美術）９月８日（木）

資料の取扱、資料整理（現代美術）資料の取扱、資料整理（現代美術）９月９日（金）

フロント業務

フロント業務
チケットもぎり／常設展示解説／総合受付
体験学習室サポート／情報ライブラリー
企画展示室監視／ショップ監視

９月１０日（土）

入館　　８：３０　　８：３０～９：００　　課題の整理、事務連絡
退館　　１７：１５　　１６：３０～１７：１５　　課題の整理、実習日誌の記入
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３．調　査

（１）館蔵資料調査
（歴史・民俗）
　寄贈資料、購入資料、寄託資料の目録作成。古文書の解読を含む概要調査。資料収集に関わる新
資料の調査を行った。

　　宮島詠士関係資料調査　奥山家資料調査　蓼沼文書調査　　（調査者：遠藤綺一郎氏）
　　上杉邦憲氏寄託資料調査　　　　　　　　　　　　　　　　（調査者：佐藤美保子氏）

（２）資料収集に伴う調査
　１．伊東祐順、昇廸関係資料（寄贈）　　２．奥山家資料（購入・寄贈）
　３．下條桂谷絵画作品（購入）　　　　　４．有壁家資料（寄贈）
　５．椿貞雄絵画作品（購入・寄贈）　　　６．福王寺法林画稿（購入）
　７．鈴木蘭涯絵画作品（購入）　　　　　８．蓼科文書（購入）
　９．上杉鷹山書、書状（購入）　　　　　１０．上杉家伝来仏画資料（購入）

（３）展覧会準備調査
　■平成１８年度特別展「上杉景勝展」準備調査等
　　　平成１７年１２月１３日～１５日　　　　大阪市中央区　　　大阪城天守閣・大阪歴史博物館
　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都市左京区　　　野村美術館
　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京都千代田区　　明治大学中央図書館
　　　平成１７年１２月２０日、２１日　　　　新潟県長岡市　　　新潟県立歴史博物館
　　　　　　　　　　　　　　　　　　新潟県上越市　　　上越市埋蔵文化財センター
　　　平成１７年１２月２２日　　　　　　　山形県山形市　　　山形大学附属図書館　　
　　　平成１８年２月６日　　　　　　　大阪市中央区　　　個人宅
　■平成１８年度企画展「ブルーノムナーリ展」準備調査等　　
　　　平成１７年５月２０日・１２月６日　　東京都渋谷区　　　こどもの城
　　　平成１８年１月３０日　　　　　　　山形県米沢市　　　米沢市上杉博物館
　■平成１８年度企画展「浜田浜雄展」準備調査等
　　　平成１７年１１月３０日　　　　　　　東京都渋谷区　　　個人宅
　■平成１８年度特別展「発掘された日本列島２００６」実行委員会、準備調査等
　　　平成１７年１２月１２日　　　　　　　東京都台東区　　　江戸東京博物館
　　　平成１８年２月１６日　　　　　　　千葉市中央区　　　千葉中央博物館
　　　平成１８年２月２７日　　　　　　　山形県上山市　　　山形県埋蔵文化財センター
　　　平成１８年３月１３日　　　　　　　東京都台東区　　　江戸東京博物館　　　
　■平成１８年度企画展「ドールズハウス展」準備調査等
　　　平成１７年１２月６日　　　　　　　東京都中央区　　　ピエロタ
　■平成１９年度企画展「親子のアトリエ」準備調査等
　　　平成１８年３月１４日　　　　　　　東京都中央区　　　朝日新聞社
　■平成１９年度特別展「日本の屏風絵」準備調査等
　　　平成１８年２月２８日、３月１日　　京都市東山区　　　京都国立博物館
　■平成２０年度特別展「椿貞雄展」準備調査等
　　　平成１８年１月１１日　　　　　　　山形県山形市　　　山形美術館

（４）資料調査員による調査
　博物館に必要な資料の収集を適正かつ円滑に進めること、また展示、研究等に関する基礎データを
得ることを目的として、１７年度も下記の調査員に依頼した。任期は１年。
（敬称略）
　　　氏　名　　　　　　 分　野　　　　　　　　　　備　　考
　遠　藤　綺一郎　　　書跡・古文書　　　山形県立米沢女子短期大学名誉教授
　小　野　　　榮　　　郷　 土　 史　　　郷土史家・元米沢市史編纂専門員
　佐　藤　　　繁　　　美　　　　術　　　高畠町立第三中学校教頭
　我　妻　寿　彦　　　美　　　　術　　　財団法人山形美術館学芸員
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４．収集保管

（１）資料収集

第１回　収集検討会議　　平成１７年９月６日（火）
　受入審査対象資料
№０１　上杉景勝書状（天正６年）１２月１７日　　　　№０２　上杉定勝書状（寛永８年ヵ）１１月１７日
№０３　上杉定勝書状草案（年月日未詳）１２月１７日　　
№０４　上杉勝定書「潮来天地青」　　　　　　　　№０５　神保蘭室書「遊神於至道之精」
№０６　神保蘭室書「濡衣幾截…」　　　　　　　　№０７　上杉斉憲書「寧為玉砕為瓦勿全」
№０８　享保七年正月　御規式帳　　　　　　　　　№０９　寛保元年十一月廿五日万覚長
№１０　文政八年正月吉日　算用帳　　　　　　　　№１１　弘化三年二月吉日　金銭出入帳（中嶋氏）
№１２　消息手本　　　　　　　　　　　　　　　　№１３　瑞昌院様御住居所御役場定法手扣　
№１４　天保十五年十月十八日御台所御役場御日小屋定法帳　
№１５　江戸之花壬（主）水九登記　　　　　　　　№１６　上杉茂憲書「主のみ…」
№１７　窪田茂遂書　　　　　　　　　　　　　　　№１８　「浜家図」（「山家？図」）小田切寒松軒筆
№１９　「梅樹図」鈴木蘭涯筆 　　　　　　　　　　№２０　「山水図」鈴木蘭涯筆
№２１　「虎図」目賀多守直筆 　　　　　　　　　　№２２　「柳に白鷺図」雪山筆
№２３　「一翁十哲図」筆者不明 　　　　　　　　　№２４　菊竹雀紋散蒔絵掛硯　
№２５　絹本墨画龍虎図　下條桂谷筆　　　　　　　№２６　上杉鷹山書状（文化五年ヵ）五月十二日　
　＊№２２・№２３は寄贈、　№２６は購入せず

第２回　収集検討会議　　平成１７年１１月１６日（水）
　受入審査対象資料　　　№０１　福王寺法林画稿　　　　　
　　
第３回　収集検討会議　　平成１８年１月１７日（火）
　受入審査対象資料
№０１　絹本著色阿弥陀如来像　　　　　　　　　　№０８　上杉鷹山書「春潮夜々深」　　
№０２　絹本著色不動明王八大童子像　　　　　　　№０９　松平頼方（徳川吉宗）書状　　　　　　　
№０３　絹本著色星曼荼羅図　　　　　　　　　　　№１０　上杉鷹山書状（寛政１１年）　　　　　　
№０４　絹本著色六字経曼荼羅　　　　　　　　　　№１１　蓼沼文書
№０５　絹本著色金剛夜叉明王像　　　　　　　　　№１２　四季山水図貼交屏風　鈴木蘭涯筆　
№０６　絹本著色軍荼利明王像　　　　　　　　　　№１３　静物　椿貞雄筆
№０７　上杉鷹山書「季夏與平洲先生遊太平潭賦呈」　№１４　鵠沼の或る道　椿貞雄筆

第１回　収集委員会　　　平成１８年２月１５日（水）
　収集委員会委員（任期：平成１６年７月１日～平成１８年６月３０日）
　　石栗　正人（自然）　　　　　米沢市文化財保護委員会委員長
　　小野　　榮（郷土史）　　　　郷土史家
　　加藤　千明（近代美術）　　　財団法人山形美術館館長
　　川崎　利夫（考古学）　　　　山形県立うきたむ風土記の丘考古資料館館長
　　武田　　正（民俗）　　　　　山形女子短期大学教授
　　東海林静男（歴史：近代史）　山形県立米沢女子短期大学名誉教授
　　濱田　直嗣（古美術）　　　　仙台市博物館顧問
　　山田　邦明（歴史：中世史）　愛知大学教授
　　湯山　賢一（書跡・古文書）　奈良国立博物館館長
　　横山　昭男（歴史：近世史）　山形大学名誉教授
　受入審査対象資料
　　第３回　収集検討会議　№１～№６の資料　
　　出席委員　横山昭男委員長・小野榮副委員長・石栗正人委員・加藤千明委員・東海林静男委員・
　　　　　　　濱田直嗣委員・山田邦明委員・湯山賢一委員
　　審査対象となった資料は受入れることが承認された。
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（２）平成１７年度受入資料
■受入資料　　　　新収蔵品の受入作業の結果は次のとおりであった。

入種別点数件数作者名資　　　料　　　名資 料 Ｉ Ｄ分類
購 入１１新纂薬物学Ａ-２００５-０５０

歴　
　

史　
　

資　
　

料

購 入２１１上杉景勝書状外Ａ２００５-０５１-０１～２１
購 入１１松平頼方（徳川吉宗）書状Ａ-２００５-０５４
購 入１１上杉鷹山書「季夏與平洲先生遊太平潭賦呈」Ａ-２００５-０５７
購 入１１上杉鷹山書「春潮夜々深」Ａ-２００５-０５８
購 入１１上杉鷹山書状Ａ２００５-０５５
購 入８９１蓼沼文書Ａ２００５-０５９-０１～８９
寄 贈１，１４９１伊東祐順、昇廸関係資料一式Ａ２００５-０５０-０００１～１１４９
寄 贈１０２１上杉斉憲公和歌外Ａ２００５-０６１-００１～１０２
寄 贈１１莅戸善政　同心之言臭如蘭Ａ２００５-０５１-２５
寄 贈１１上杉茂憲公より拝領の紋付羽織Ａ２００５-０６２
寄 贈１１玉庭村酒倉沿革大意Ａ２００５-０６３-０１
寄 贈１１明治七年置賜県第百四拾九号Ａ２００５-０６３-０２
寄 贈１１信夫目安　渡部久内Ａ２００５-０６３-０３
寄 贈１１置賜三郡町村聨合会附録・置賜三郡聨合会筆Ａ２００５-０６３-０４
寄 贈１１乙第四十三号（本年第七号地租條例布告相成候ニ付テハ…）Ａ２００５-０６３-０５
寄 贈１１上杉憲章筆　赤誠映丹門Ａ２００５-０６４
寄 託１１直江城州公詩「巴陵夜別」Ａ２００５-０７５
寄 託１１直江山城守詩「湖辺の秋」Ａ２００５-０７６

１，３７６小　　　計
購 入２１下 条 桂 谷下条桂谷筆「龍虎図」（双幅）Ａ２００５-０７０

絵　
　
　
　
　
　

画

購 入３４１福王寺法林福王寺法林画稿Ａ２００５-００１
購 入２１鈴 木 蘭 涯四季山水図貼交屏風（六曲一双）Ａ２００５-０５６
購 入１１椿　 貞 雄静物Ａ２００５-０７１
購 入１１椿　 貞 雄鵠沼の或る道Ａ２００５-０６５-０１
購 入１１絹本著色阿弥陀如来像Ａ２００５-０６５-０２
購 入１１絹本著色不動明王八大童子像Ａ２００５-０６５-０３
購 入１１絹本著色星曼荼羅図Ａ２００５-０６５-０４
購 入１１絹本著色六字経曼荼羅Ａ２００５-０６５-０５
購 入１１絹本著色金剛夜叉明王像Ａ２００５-０６５-０６
購 入１１絹本著色軍荼利明王像Ａ２００５-０６５-０７
寄 贈１１椿　 貞 雄軽井沢麗日Ａ２００５-００４
寄 贈１１雪 山雪山筆　柳に白鷺図Ａ２００５-０５１-２２
寄 贈１１一翁十哲図Ａ２００５-０５１-２３
保管転換１１遠 藤 桑 珠普門院の参道Ａ２００５-０４０
保管転換１１遠 藤 桑 珠最上川残雪Ａ２００５-０４１
保管転換１１黒 沢 悟 郎花と女Ａ２００５-０１５
保管転換１１黒 沢 悟 郎パリサンレミー教会Ａ２００５-０１４
保管転換１１遠 藤 桑 珠谷地小路風景Ａ２００５-００９
保管転換１１遠 藤 桑 珠上郷郷土史装帖原図Ａ２００５-０３７
保管転換１１遠 藤 桑 珠斜平山Ａ２００５-０１３
保管転換１１黒 沢 悟 郎風景Ａ２００５-０３０
保管転換１１黒 沢 悟 郎メヂチ家廟堂Ａ２００５-０６９
保管転換１１尾越勝之助林Ａ２００５-０４５
保管転換１１我 妻 碧 宇雲の影Ａ２００５-０１６
保管転換１１我 妻 碧 宇渓流Ａ２００５-００６
保管転換１１小 松　 均大原山景Ａ２００５-００５
保管転換１１福王寺法林御廟所Ａ２００５-０４７
保管転換１１黒 沢 悟 郎青年鷹山公Ａ２００５-０１２
保管転換１１福王寺法林朝富士Ａ２００５-０４６
保管転換１１我 妻 碧 宇午後の陽射Ａ２００５-０２５
保管転換１１遠 藤 桑 珠知床Ａ２００５-０３３
保管転換１１遠 藤 桑 珠一念峰Ａ２００５-０３４
保管転換１１遠藤賢太郎私の中の故郷Ａ２００５-０２８
保管転換１１菅 原 白 龍山水風景画Ａ２００５-０２４
保管転換１１黒 沢 悟 郎波（みをつくしの海）Ａ２００５-０３８
保管転換１１我 妻 碧 宇伊豆風景Ａ２００５-００８
保管転換１１遠 藤 桑 珠鼠ヶ関風景Ａ２００５-００７
保管転換１１遠 藤 桑 珠はがきサイズ挿絵Ａ２００５-０３５
保管転換１１遠 藤 桑 珠一切経山Ａ２００５-０２３
保管転換１１遠藤賢太郎少女の空Ａ２００５-０２６
保管転換１１小 野 寒 江二宮金次郎像Ａ２００５-０３６
保管転換１１黒 沢 悟 郎綱木民家Ａ２００５-０３２
保管転換１１黒 沢 悟 郎米沢鉄砲隊Ａ２００５-０３９
保管転換１１椿　 貞 雄菊子洋装図Ａ２００５-０２２
保管転換１１椿　 貞 雄林校長Ａ２００５-０２１
保管転換１１椿　 貞 雄風景Ａ２００５-０４９
保管転換１１尾越勝之助山家風景Ａ２００５-０７１
保管転換１１尾越勝之助奥武蔵の家Ａ２００５-０７２
保管転換１１福王寺法林斜平山Ａ２００５-０３１
保管転換１１福王寺法林御廟所Ａ２００５-０２０
保管転換１１福王寺法林しゃくなげＡ２００５-０１７
保管転換１１遠 藤 桑 珠斜平山早春Ａ２００５-０１８

８８小　　　計
保管転換１１鈴 木　 実萌えいづるいのちの像Ａ２００５-０１９

彫
刻 保管転換１１鈴 木　 実牛Ａ２００５-０１１

保管転換１１鈴 木　 実上杉謙信座像Ａ２００５-０１０
３小　　　計
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購 入１１菊竹雀紋散蒔絵掛硯Ａ２００５-０７３工
芸 寄 贈１１椿　 貞 雄三味線用具小物入れ引き出し（椿貞雄絵）Ａ２００５-０７４

２小　　　計
寄 贈１１神 保 蘭 室路遠梁山匹馬遅Ａ２００５-０５１-２４

書　
　

跡

保管転換１１宮 島 大 八漢詩Ａ２００５-０６６
保管転換１１宮 島 詠 士群山方岳Ａ２００５-０４８
保管転換１１宮 島 詠 士霜軍営Ａ２００５-０４４
保管転換１１宮 島 詠 士昔者龍…Ａ２００５-０４３
保管転換１１宮 島 詠 士寧静澹泊Ａ２００５-０４２

６小　　　計
１，４７５合　　　計

著　者　名書　　　　　名分類番号
大友一雄アーカイブズ情報の集約と公開に関する研究０１８．０９
東京都博物館協議会東京の博物館０６９
フローレンス・ホリスケースワーク１４６
小此木啓吾フロイト１４６
ネーサン・Ｗ．アッカーマン家族関係と病理と治療１４６
Ｎ．Ｎ．ドラクーリデス芸術家と作品の精神分析１４６
ルドルフ・アラーズ実存主義と精神医学１４６
ウイルヘルム・ライヒ性格分析１４６
ジェラルド・Ｈ．Ｊ．ピアソン精神分析と教育１４６
梅原猛隠された十字架１８０
毎日新聞社空海・長安への道１８０
野間省一禅　ＺＥＮ１８０
鈴木大拙よみがえる東洋１８０
井上靖歴史の光と影２００
朝日新聞社２０００年前の日本　弥生人展２１０
芹沢長介日本旧石器時代２１０
闍橋康夫洛中洛外　環境文化の中世史２１０
家永三郎日本の歴史１～１０２１０
朝日村教育委員会砂川Ａ遺跡発掘調査報告書２１２．５
山形県教育委員会山形県文化財発掘調査報告書２１２．５
杉本秀太郎洛中生息２１６．２
西武美術館中華人民共和国出土文物展２２２
和田雅実志は高く２８０
岡田宥秀醍醐山案内記２９１
盛岡鉄道管理局平泉２９１
日本中国文化交流協会敦煌２９２
石嘉福敦煌への道２９２
宮原誠一資料日本現代教育史　１　１９４５-１９５０年３７２
宮原誠一資料日本現代教育史　２　１９５０-１９６０年３７２
林竹二林竹二・授業の中の子どもたち３７５
日本民芸館江戸の民芸３８３
長尾美術館近世日本衣裳名品展３８３
東京国立近代美術館暮らしの中の日本の美３８３
浜田庄司世界の民芸３８３
石澤正男長尾家蔵日本衣裳展観目録３８３
田辺徹日本の民芸３８３
日本博物館協会日本服飾美術展３８３
毎日新聞社日本民芸館展３８３
東京国立近代美術ゆかた　よみがえる３８３
宮本馨太郎図録民具の基礎知識３８３
理科教育研究委員会貝のいろいろ４８４
日本貝類学会世界の貝類展４８４
京都観光出版文化協会桂離宮５２１
京都観光出版文化協会京都の名園６２９
東横ｔｈｅ　光太郎・智恵子展７００
東京新聞栄光のペルシア・イスファハン展７００
サントリー美術館生活の中の美術展７００
東京国立博物館ツタンカーメン展７００
出光美術館オリエントの遺宝７０２
朝日新聞社熊野三山名宝展目録７０２
サントリー美術館ザ・ホワイトコレクション７０２
マイケル・サリバン中国美術史７０２
東京国立博物館日本美術院創立１００周年記念特別展　近代日本美術の軌跡７０２
東京都現代美術館日本美術の２０世紀　美術が語るこの１００年７０２
井出洋一郎秘蔵の名品　アートコレクション展７０２
岸田劉生美の本体７０２
丸紅丸紅コレクション展図録７０２
イタリア大使館ルネサンス　ミニアチュール展７０２
北川桃雄壷中天７０４
日本美術院日本美術院百年史　４７０５
大沢寛三ひろしま美術館７０６
船橋市教育委員会第３回清川記念館収蔵作品展７０６．３５
山梨県立美術館山梨県立美術館蔵品抄７０６．５１
ＭＯＡ美術館ＭＯＡ美術館名品図録　総合篇７０６．５４
ＭＯＡ美術館ＭＯＡ美術館名品図録　風俗画・浮世絵篇７０６．５４
下関美術館下関美術館所蔵名品選１０１７０６．７７
下中弥三郎世界美術全集　別巻第１５巻　民俗芸術篇７０８
村岡景夫日本の美術　別巻７０８
高階秀爾日本美術全集　第２２巻７０８
東京国立博物館日本国宝展目録７０９
佐久間阿佐緒東京の石仏７１８
足立朗巨匠が描く日本の名山　第３巻７２０
山根武士子供の絵を考える７２０
新潟日報社椿絵名品展図録７２０
三鷹市美術ギャラリー日本の自画像展７２０
ハヤシ画廊ハヤシ画廊　第３８号７２０
壷中居武者小路実篤先生を偲ぶ書画展７２０
朝日新聞社萌ゆる画才－「名画家たちの１０代」７２０

国画会絵画部図録　第７８回７２０

■受入図書
著　者　名書　　　　　名分類番号

菊地貞夫浮世絵７２１
織田一磨浮世絵の知識７２１
矢野橘村浦上玉堂７２１
林雪光黄檗美術７２１
廣瀬保吉王右軍十七帖７２１
矢代静一画狂人　北斎考７２１
木村荘八近代画家研究資料　岸田劉生Ⅰ７２１
国画会国画会４０年の展望７２１
読売新聞社椿絵名品展図録７２１
長崎市美術振興会椿貞雄遺作展目録７２１
瀬木慎一北斎漫画歳時記７２１
南風原朝光遺作画集刊行会南風原朝光遺作画集７２１
日本経済新聞社桃山障屏画名作展７２１
出光美術館琳派７２１
黒田日出男第二定型洛中洛外図屏風の総合的研究７２１
西武美術館李朝の絵画展７２２
丸の内画廊今西中通遺作展７２３
日本民芸館河井寛次郎遺作展７２３
東京国立近代美術館カンディンスキー展７２３
東京新聞岸田劉生展７２３
小泉淳一岸田劉生の時代・そしてその後７２３
たましん地域文化財団近代日本の洋画７２３
東京新聞ゴッホ展７２３
北海道立近代美術館シャガールのシャガール展７２３
高畠達四郎白チューブの魅惑７２３
東横椿貞雄展７２３
栃木県立美術館バーナード・リーチ展７２３
東邦画廊馬場彬展７２３
東京国立近代美術館ベン・シャーン展７２３
丸の内画廊没後４７年　佐分真遺作展７２３
産経新聞社没後５０年記念　パウル・クレー展７２３
ボナール展カタログ委員会ボナール展７２３
アートよみうり牧進展図録７２３
東京国立近代美術館松田権六展７２３
朝日新聞社モネ名作展７２３
柚木沙弥郎柚木沙弥郎作品集７２３
日本経済新聞社レンブラント名作展７２３
廣瀬保吉高野切７２８
玉木愛石三體千字文７２８
西川寧書というもの７２８
下中邦彦書道全集　第１巻～第２６巻７２８
下中邦彦書道全集　別巻１～２７２８
財津永次書の美　新しい見かた７２８
伏見冲敬書の歴史　中国篇７２８
篠田桃紅墨いろ７２８
栗本和夫大雅の書７２８
河出孝雄定本　書道全集　第１４巻７２８
鈴木香雨篆書隷書二體書鑑７２８
廣瀬保吉唐人真跡　蘭亭三種７２８
廣瀬保吉唐拓九成宮醴泉銘７２８
東京国立博物館日本の書７２８
水島修三名筆字典７２８
丸の内画廊棟方志功展７３０
小田玉映神々の譜　シルクロードの印章７３９
山田萬吉郎宇治木幡物語７５０
加藤秀俊手仕事百態７５０
東京国立近代美術館伝統工芸名品展７５０
伊東深水日本の工芸　１７５０
伊東祐信承徳の民藝品７５０
朝日新聞社中国歴代陶磁展図録７５１
東京国立近代美術館ドイツ陶芸の１００年７５１
長谷部楽爾陶器全集　第１３巻７５１
高島屋富本憲吉　作陶五十年記念展７５１
出光美術館日本トルコ友好百年記念　東洋陶磁の至宝展７５１
朝日美術ペルシャ陶器とローマンガラス７５１
杉村亘益子の父　人間国宝　浜田庄司７５１
竹田嘉兵衛有松志ぼり７５３
西村兵部インドネシア古代染織　№１～１０７５３
毎日新聞社江戸小袖名品集７５３
東京国立近代美術館現代の型染７５３
鎌倉芳太郎古琉球型紙　１～１０７５３
日本美術協会時代錦繍大展覧会７５３
馬場一郎正倉院裂・名物裂７５３
朝日新聞社芹沢�介　人と仕事７５３
丸栄美術部芹沢�介展７５３
浜松市美術館芹沢�介の身辺７５３
東京新聞芹沢�介の世界７５３
岡村吉右衛門台湾の蕃布　１～５７５３
徳川美術館辻が花７５３



２６

（３）保　管
■収蔵資料数（平成１７年度）

平成１８年３月３１日現在

１７年度末
資料総数

１７年度
受入資料数

１６年度まで
の資料数

大分類

１４，６５９１，３７６１３，２８３歴史資料

１，３５２８８１，２６４絵　　画

２８３４２７９彫　　刻

６４９２６４７工　　芸

６４６４刀　　剣

１，５５５６１，５４９書　　跡

１，６１７１，６１７生活資料

２０，１７９１，４７６１８，７０３計

（４）資料の修理
　以下の資料の修理を行った。

　額縁修理
　■入れ子・アクリル入れ
　　遠藤賢太郎　「民族博物館－霊－」
　　　　　　　　「光の中へ‘８１」
　■額新調・マット入替
　　土田　次枝　「風景」「山麓の教会」
　　　　　　　　「静物と風景」「河畔秋景」
　　　　　　　　「高原」「秋の田園風景」
　　　　　　　　「晩秋の丘」「秋景」　
　　土田　文雄　「海岸の小屋」「浅春」
　　　　　　　　「礼装の夫人（オキナワ）」
　　　　　　　　「山湖（二）」
　　浜田　浜雄　「網と鳥（鳥虫花）」
　　　　　　　　「親たち夫婦たち子供たち」
　　　　　　　　「鹹湖」
　　桜井　祐一　「裸婦デッサン」１６点
　■裏打ち・額新調
　　椿　　貞雄　「画家の家」「早春図」

居宿昌義手織の技法７５３
熊谷恒子伝統美術手工芸シリーズ　２７７５３
東京国立博物館特別展「日本の染織」７５３
和田三造古渡更紗７５３
朝比奈勝別冊染織と生活１Ｓ７５３
林漢傑民間藍印花布図案７５３
松本保友禅・小紋７５３
大和文華館琉球染織名品展７５３
後藤清吉郎和紙のふるさと７５４
読売新聞社日本の名槍展７５６
織田秀雄絵絣７５７

型絵染作品集７５７
熊谷好博士刊行会熊谷好博士　友禅による障壁画展７５７
静岡市立芹沢�介美術館芹沢�介美術館　新蒐集品目録　その１７５７
佐野猛夫染色入門７５７
竹田嘉兵衛日本の絞染解説書７５７
源豊宗日本の文様　２７５７
北村四郎日本の文様　花鳥Ⅰ７５７
伊藤幸作紋章　鳥獣魚・形・印・字・具７５７
伊藤幸作紋章　天地・草木７５７
俵有作みちのくの古人形　三春人形とその周辺７５９
京都国立博物館『能面と能装束』目録及び解説７６８
朝日新聞社尾張徳川家　能面・能装束展７６８
藤村武ござる　狂言師　野村万作の芸７６８
野村万作太郎冠者を生きる７６８
朝日新聞社能の華７６８
万作の会野村万作最終公演　釣狐７６８
白洲正子風姿抄７６８
木嵜正弘武蔵ＭＵＳＡＳＨＩ　前編７７８
徳山�純梵字８２９
調布市武者小路実篤記念館「書信往来」９１０
大仏次郎石の言葉９１０
円地文子江戸文学問わず語り９１０
朝日新聞社王朝のあそび９１０
毎日新聞社王朝文化展９１０
神奈川文学振興会開館２０周年記念収蔵コレクション展９１０
神奈川近代文学館川端康成展９１０
川端秀子川端康成とともに９１０
小西甚一古文研究法９１０
永井ふさ子齋藤茂吉・愛の手紙によせて９１０
調布市武者小路実篤記念館写真に見る「実篤の時代」Ⅰ９１０
東珠樹白樺派と近代美術９１０
調布市武者小路実篤記念館調布市武者小路実篤記念館９１０
調布市武者小路実篤記念特別展「沈黙の世界」９１０
調布市武者小路実篤記念館ほくろの呼鈴９１０
東京新聞没後５０年　現代に生きる心　宮沢賢治展９１０
長与善郎わが心の遍歴９１０
武者小路実篤愛と死９１３
武者小路実篤愛慾９１３
武者小路実篤生き残った者９１３
馬場一郎源氏物語９１３
武者小路実篤真理先生９１３
武者小路実篤宮本武蔵９１３
武者小路実篤若き日の思ひ出９１３
中川一政随筆　美しい季節９１４
野上弥生子随筆集　花９１４

黄遵憲黄遵憲全集　下９２８
黄遵憲黄遵憲全集　上９２８
米沢市企画調整部米沢風土記　第３集Ｋ２７４
寺崎房子沖縄県令　上杉茂憲Ｋ２８９
山中三平ポプラのある学校Ｋ３７６
武田正やまがた民俗の発見Ｋ３８０
原始布・古代織参考館蓑・ばんどりの美Ｋ３８３
原始布・古代織参考館原始布Ｋ７５３
あおやぎひろ江ななちゃんのたんじょうびＫ９１３
出版委員会先人顕彰　第１１号ＫＳ２０６

Ａ  ＦＩＥＬＤ  ＧＵＩＤＥ  ＴＯ  ＡＵＳＴＲＡＬＩＡＮ  ＷＩＬＤ  ＦＬＯＷＥＲＳＦ４７０
ＰＡＹＯＴ  ＬＡＵＳＡＮＮＥＯｒｂｉｓ  ｐｉｃｔｕｓ  ｖｏｌ．１４Ｆ７２３
ＰＡＹＯＴ  ＬＡＵＳＡＮＮＥＯｒｂｉｓ  ｐｉｃｔｕｓ  ｖｏｌ．３７Ｆ７２３
シーボルト記念館シーボルト記念館　鳴滝紀要　第１５号Ｓ０６９．９
田中豊太郎民藝　第１５６号Ｓ３８３
田中豊太郎民藝　第１６７号Ｓ３８３
田中豊太郎民藝　第１７２号Ｓ３８３
田中豊太郎民藝　第１７６号Ｓ３８３
田中豊太郎民藝　第１８０号Ｓ３８３
田中豊太郎民藝　第１９６号Ｓ３８３
田中豊太郎民藝　第１９９号Ｓ３８３
田中豊太郎民藝　第２２２号Ｓ３８３
田中豊太郎民藝　第２４０号Ｓ３８３
田中豊太郎民藝　第２４４号～２４５号Ｓ３８３
田中豊太郎民藝　第２４９号～２５０号Ｓ３８３
田中豊太郎民藝　第２５２号Ｓ３８３
田中豊太郎民藝　第２６０号Ｓ３８３
田中豊太郎民藝　第２６４号～２６５号Ｓ３８３
東京民藝協会民藝　第２６号Ｓ３８３
田中豊太郎民藝　第２７６号Ｓ３８３
田中豊太郎民藝　第２７８号Ｓ３８３
田中豊太郎民藝　第２８１号Ｓ３８３
田中豊太郎民藝　第２８３号Ｓ３８３
田中豊太郎民藝　第２８８号Ｓ３８３
田中豊太郎民藝　第２９１号～２９２号Ｓ３８３
田中豊太郎民藝　第２９４号～２９５号Ｓ３８３
田中豊太郎民藝　第３００号Ｓ３８３
田中豊太郎民藝　第３０６号～３０７号Ｓ３８３
田中豊太郎民藝　第３１２号Ｓ３８３
田中豊太郎民藝　第３２５号Ｓ３８３
田中豊太郎民藝　第３３２号Ｓ３８３
田中豊太郎民藝　第３３４号Ｓ３８３
田中豊太郎民藝　第３３７号Ｓ３８３
田中豊太郎民藝　第３４３号Ｓ３８３
田中豊太郎民藝　第３４７号Ｓ３８３
田中豊太郎民藝　第３８１号Ｓ３８３
田中豊太郎民藝　第３８３号～３８４号Ｓ３８３
田中豊太郎民藝　第３８６号～３９７号Ｓ３８３
田中豊太郎民藝　第４０２号～４０３号Ｓ３８３
田中豊太郎民藝　第４０５号～４０６号Ｓ３８３
田中豊太郎民藝　第４１９号～４３２号Ｓ３８３
田中豊太郎民藝　第７３号Ｓ３８３
清水満郎週刊　日本の街道　№４２　第２巻第８号Ｓ６８５
今井田勲季刊銀花　第５８号Ｓ７００

三彩　第１４２号Ｓ７２１
小針代助墨　第４号～５号Ｓ７２８



２７

（５）平成１７年度資料貸出・特別利用

■資料貸出

貸 出 資 料 ・ 点 数借　　用　　目　　的借　　用　　者貸　出　期　間許可
番号

遠藤桑珠「ハリストス」校長室に展示のため米沢市立第三中学校平成１７年４月７日～９月３０日１

上杉景勝肖像
直江兼続書状（慶長５年８月６日付）

平成１７年度若松城天守閣再建４０周年記念企
画展展示のため会津若松市産業振興部観光課平成１７年６月１５日～１０月１２日２

直江兼続肖像直江状写平成１７年度若松城天守閣再建４０周年記念企
画展展示のため会津若松市産業振興部観光課平成１７年６月１５日～１０月１２日３

後藤克芳「Ｍｙ ｈａｎｄｓ ａｒｅ ｄｉｒｔｙ」ほか
３５点

「アートするこころ　後藤克芳の世界」に展
示のため刈谷市美術館平成１７年８月１日～１０月８日４

宮島詠士「神武不殺」ほか４点「近代日中書法交流史を担った人々」に展示
のため徳島県立文学書道館平成１７年１１月１日～１２月１５日５

遠藤賢太郎「民俗博物館－霊－」校長室に展示のため米沢市立第一中学校平成１７年６月２２日～１１月３０日６

遠藤桑珠「森の家（赤い屋根）」
遠藤賢太郎「光の中へ’８１」校長室に展示のため米沢市立第七中学校平成１７年６月２２日～１１月３０日７

宮島詠士「寧静澹○」助役室展示のため米沢市秘書広報課平成１７年６月２２日～１１月３０日８

宮島詠士「昔者…」正副議長室展示のため米沢市議会事務局平成１７年６月２２日～１１月３０日９

桜井祐一「登山又蔵」ほか２点プチアートアセンブリ展示のため米沢市議会事務局平成１７年６月２２日～１１月３０日１０

宮島詠士「天風送海涛」教育長室に展示のため米沢市教育委員会平成１７年６月２２日～１１月３０日１１

遠藤桑珠「トラピスト」ほか２点プチアートアセンブリに展示のため米沢市議会事務局平成１７年６月２２日～１１月３０日１２

我妻碧宇「断崖」校長室に展示のため米沢市立上郷小学校平成１７年６月２２日～１１月３０日１３

椿貞夫「アンドレ（黄服）」校長室に展示のため米沢市立東部小学校平成１７年６月２２日～１１月３０日１４

遠藤桑珠「アッシヂの丘」庁議室に展示のため米沢市財政課平成１７年６月２２日～１１月３０日１５

白絹綸子地松竹梅鶴亀摺足田刺繍内掛・藍
地手書友禅帷子写真パネル

文化と食の祭典協賛・米沢観光物産協会協
賛『伝国の宴』にて展示のため上杉伯爵邸平成１７年９月２３日～９月３０日１６

その時歴史が動いた　上杉鷹山ふたたび
の財政改革　ＶＨＳテープ小松島市職員研修でビデオ視聴を行うため小松島市役所平成１７年１０月１４日～１０月２１日１７

遠藤桑珠「壺をのせる女」ほか９点米沢市功績者受賞記念遠藤桑珠作品展展示
のため文化課平成１７年１１月３日～１１月５日１８

遠藤桑珠「鼠ヶ関風景」郷土作家の作品鑑賞のため米沢市立上郷小学校平成１７年１１月３日～１１月３０日１９

福王寺法林「ヒマラヤの月」ほか２点第３回全国少人数教育研究大会開催のため米沢市立西武小学校平成１７年１１月１７日～１１月１８日２０

遠藤桑珠「壺をのせる女」郷土作家の作品鑑賞のため米沢市立第七中学校平成１７年１１月３日～５月３１日２１

桜井祐一「沈む地球」ほか２点プチアセンブリに展示のため議会事務局平成１７年１２月１日～１１月３０日２２

宮島詠士「昔者…」正副議長室展示のため議会事務局平成１７年１２月１日～５月３１日２３

遠藤桑珠「踊り子」ほか２点プチアセンブリに展示のため議会事務局平成１７年１２月１日～５月３１日２４

遠藤桑珠「最上川雨後」市長応接室に展示のため米沢市秘書広報課平成１７年１２月１日～５月３１日２５

宮島詠士「寧静澹泊」助役室に展示のため米沢市秘書広報課平成１７年１２月１日～５月３１日２６

遠藤桑珠「ウイピルを着た女性」校長室に展示のため米沢市立第三中学校平成１７年１２月１日～５月３１日２７

遠藤桑珠「朝の雪」校長室に展示のため米沢市立上郷小学校平成１７年１２月１日～５月３１日２８

土田文雄「登り路」町議室に展示のため米沢市財政課平成１７年１２月１日～１１月３０日２９

遠藤賢太郎「光の中へ８１'」校長室に展示するため米沢市立第七中学校平成１７年１２月１日～５月３１日３０

遠藤賢太郎「民俗博物館－霊－」校長室に展示するため米沢市立第一中学校平成１７年１２月１日～５月３１日３１

椿貞夫「アンドレ（黄服）」校長室に展示のため米沢市立東部小学校平成１７年１２月１日～５月３１日３２

椿貞雄「童女像（毛糸の肩掛をした菊子」
　　　「洋装せる菊子立像」

山大文化財リサーチ・プロジェクトｐａｒｔ２
のため山形大学附属博物館平成１８年１月１０日～２月１７日３３

上杉家文書より２点山梨県博開館記念特別展「よみがえる武田
信玄の世界」に展示のため山梨県立博物館平成１８年３月１４日～５月２６日３４

件数資  　料  　名

８８洛中洛外図屏風

１８上杉家文書

１５上杉謙信像（鳥谷幡山）

１０上杉鷹山像（上杉熊松）

９上杉景勝像

７直江兼続像

４越後国瀬波郡絵図

４川中島合戦図屏風 

４上杉文書

４ヒマラヤの月（福王寺法林）

３上杉家歴代藩主像

３かてもの版木

２上杉鷹山像（左近司惟春）

２松岬城 図 

２直江兼続書状

■写真資料の貸出
件数資  　料  　名

２宮島詠士書「神武不殺」

２興譲館之図

１越後国頸城郡絵図

１越後国頸城郡春日山長尾謙信公古城之図

１厩図屏風

１細井平洲像

１竹俣当綱像

１藁科松柏像

１莅戸善政像

１深沢刑部少輔・栗林治部少輔充上杉景勝書状

１直江状写

１姫鶴一文字

１金梨子地枝牡丹文蒔絵鞍・鐙

１松竹梅鶴亀葵紋蒔絵貝桶一対

１越後流軍学印可状‐車懸・駒

件数資  　料  　名

１友于堂扁額

１討薩檄

１五月の女（桜井祐一）

１高砂族の舞（福王寺法林）

１小樽風景（遠藤桑珠）

１踊り子（遠藤桑珠）

１ハリスコの浜（遠藤桑珠）

１宮島詠士書「万巻蔵書宜子弟」

１宮島詠士書「夜坐」

１宮島詠士書「客座私祝」

１宮島詠士書「七月六日、餘八百松樓」詩

１宮島詠士書「華嶽雲開立馬看」

１山田蠖堂書「緑苔白石川」

１伊東忠太肖像

１伊東忠太と自著「支那建築装飾」



２８

■特別利用申請
利用資料・点数利　　用　　目　　的利用区分利　　用　　者利　用　日許可番号

上杉文書より３点新潟大学大域プロジェクト研究資料叢刊Ⅴ
『上杉分限帳』の原本校正のため熟覧新潟大学人文学部平成１７年４月１１日（Ｈ１６年度）

３３

洛中洛外図屏風ポジフィルム九州国立博物館開館記念特別展「美の国日本」
の展覧会図録掲載のため複写九州国立博物館１

鈴木浩明「いのちの軍勢」東海市中学校修学旅行で来市の折のお土産用
カンバッチ制作のためその他米沢市秘書広報課２

上杉文書修士論文作成のため熟覧・撮影山口悟史平成１７年６月２０日
　　　～６月２１日３

信州諸家来郷土史調査のため熟覧・撮影川村要一郎平成１７年７月１３日４

浜田浜雄作品及び旧蔵資料日本のシュルレアリスムの調査研究のため熟覧・撮影・
複写黒沢義輝平成１７年８月１７日～

８月１９日５

上杉家文書ＮＨＫ『その時歴史が動いた』「石田三成（仮）」
番組収録のため撮影・複写ＮＨＫ大阪放送局平成１７年８月３日６

博士論文作成のため上杉文書熟覧・撮影栗原伸一郎平成１７年８月２日７

かてもの模型ほかミヤギテレビ「かっぺいのいったりきたり」
番組収録のため撮影クロステレビ東日本平成１７年８月２日８

上杉文書修士論文作成のため熟覧・撮影加澤昌人平成１７年８月２６日９

上杉文書修士論文作成のため熟覧・撮影山口悟史平成１７年９月２日１０

ヒマラヤの月米沢信用金庫２００６カレンダー作成のため撮影川島印刷１１

上杉文書「上杉鷹山婚礼膳」をテーマにした広報テレ
ビ番組内にて根拠資料として紹介するため撮影置賜総合支庁平成１７年８月２９日１２

鈴木浩明作品授業の教材化にむけての調査のため熟覧新野裕美平成１７年８月１６日１３

上杉家文書古文書料紙の研究のため熟覧料紙研究科研グループ平成１７年９月１４日
　　　～９月１６日１４

上杉家文書上杉憲実関係文書の料紙研究のため熟覧富山大学人文学部平成１７年９月１２日
　　　～９月１３日１５

寄贈した鎧箱から出して飾られた状態で見学したいため熟覧仁科潮平成１７年９月１８日
　　　～９月１９日１６

徒然草図屏風描かれた徒然草の研究のため熟覧・撮影島内裕子平成１７年９月２９日１７

上杉子爵家資料古文書研究会の講話の参考資料にするため熟覧佐藤美保子平成１７年１０月７日１８

徒然草図屏風（ポジフィルム）徒然草図屏風の研究のため複写
（プリント）島内裕子１９

施設外観・常設展示室内テレビ番組取材のため撮影新潟テレビ放送網平成１７年９月２７日２０

上杉家文書武家の自筆文書研究のため熟覧黒川高明平成１７年１１月１日２１

洛中洛外図屏風（ポジフィル
ム）

日本中世仏教文学についての英文学術書掲載
のため

複写
（プリント）キンブロー　ランドル　ケラー２２

上杉邦憲氏寄託史料上杉家墓所保存整備委員会における報告書作
成のため熟覧仲野浩平成１７年１０月３１日２３

上杉文書『ふくしまの歴史２中世』へ掲載するため撮影福島市教育委員会平成１７年１１月２２日２４

洛中洛外図屏風テレビ西日本「ＴＮＣスーパーニュース」制
作のため撮影テレビ西日本平成１７年１１月１０日２５

編年文書（元禄１５年１２月１４日
の記述）テレビ朝日「芸人雑学王決定戦」制作のため撮影テレビ朝日メディア・バスターズ平成１７年１１月２２日２６

洛中洛外図屏風福岡放送「朝ドキッ！九州」制作のため撮影福岡放送平成１７年１１月１２日２７

洛中洛外図屏風ＴＶＱ「速ホウ！福岡」制作のため撮影ＴＶＱ平成１７年１１月１３日２８

上杉文書米沢日報元旦号記事の調査のため撮影置賜日報社平成１７年１２月８日２９

椿貞夫「洋装せる菊子立像」
ほか２点科学的調査を検討するため熟覧山大附属博物館平成１７年１２月１４日３０

洛中洛外図屏風外務省海外広報用ビデオ制作のため撮影サンウティマ平成１７年１１月２５日３１

施設外観・常設展示室ほかケーブルテレビ・スカイパーフェクＴＶ「東
北じゃらん旅のナビゲーター」制作のため撮影コンプリートワークス平成１７年１２月１３日３２

洛中洛外図屏風ＴＶＱ「速ホウ！福岡」制作のため撮影ＴＶＱ平成１７年１１月１３日３３

博物館館内ほか地域映像資料制作事業「かてもの」ビデオ制
作のため撮影米沢市教育委員会視聴覚センター平成１８年２月１４日３４

かてもの版木ほか３点地域映像資料制作事業「かてもの」ビデオ制
作のため撮影米沢市教育委員会視聴覚センター平成１８年２月１４日３５

上杉家文書２点平成１９年度特別展事前調査のため熟覧葛飾区郷土と天文の博物館平成１８年３月１日３６

上杉家文書ほか３点平成１８年度特別展資料調査のため熟覧埼玉県立博物館平成１８年３月２３日３７

上杉家文書３点土浦市立博物館展示改装事業にともなう歴史
資料の調査のため熟覧土浦市立博物館平成１８年３月２３日３８

吉池青園の絵画４点吉池青園の資料調査のため熟覧沖津信也平成１８年１月２０日３９

洛中洛外図屏風福岡放送「朝ドキッ！九州」制作のため撮影福岡放送平成１７年１１月１２日４０
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合　計小中生高校生一　般月

２，９７１１３５１２０２，７１６４月

７，７０５１，４５６４６３５，７８６５月

４，１５３１６０８９３，９０４６月

５，２４２５８７１４９４，５０６７月

９，８５０１，３１３５９８７，９３９８月

５，８４２６５０２２２４，９７０９月

７，３１４６２８２４９６，４３７１０月

５，２００３８７２２６４，５８７１１月

１，２１５１８５３１，１４４１２月

１，０６０３６６１９６３１月

１，６７３４６６６１，５６１２月

２，３６９９１２０３２，０７５３月

５４，５９４５，５０７２，４９９４６，５８８合計

合　計小中生高大生一　般企画展名・会期

７，５１９４１８４５４６，６４７上杉謙信（前期）
平成１７年４月２３日～５月１５日（２２日間）

３，３９８８０１１５３，２０３上杉謙信（後期）
平成１７年５月２２日～６月１３日（２２日間）

２，１７１４３４３２，０８５
宮島家三代
　―宮島詠士の書を中心に―
平成１７年６月１８日～７月１８日（３０日間）

１２，２８６２，０９６５７７９，６１３昭和の遊びと暮らし展
平成１７年７月２３日～８月２８日（３５日間）

４，６２５７２１６６４，３８７
生誕１１０年記念 芹沢�介展
　―用の美に魅せられた生涯―
平成１７年９月３日～１０月１６日（４３日間）

３，７２８２７４３３６３，１１８
国宝「上杉本洛中洛外図屏風」
原本特別展示
平成１７年１０月１９日～１１月８日（２０日間）

７，２４９３２０２４４６，６８５山形の刀剣
平成１７年１０月２２日～１２月１１日（４８日間）

１，９８５６８１２６１，７９１
美術に親しむ
―コレクションで見る素材と技法―
平成１８年１月１日～２月１９日（４３日間）

４２，９６１３，３７１２，０６１３７，５２９合　　　　　　　計

　管理・運営

（１）利用状況

平 成１７年 度 入 館 者 統 計

常設展（月別） （単位：名） 企画展別入場者数 （単位：名）

（２）平成１７年度発行物

上杉謙信
１２０頁　平成１７年４月　１，０００冊発行

伝国の杜だより・VOL９
８頁　平成１７年９月　５，０００部発行

宮島家三代 ―宮島詠士の書を中心に―
１１８頁　平成１７年６月　１，０００冊発行

伝国の杜だより・VOL１０
８頁　平成１８年３月　５，０００部発行

山形の刀剣
５６頁　平成１７年１０月　１，０００冊発行

商　　品　　名順位
洛中洛外図ミニ屏風（２枚１組しおり付）１
ポストカード　上杉鷹山２
花押Ｔシャツ３
ポストカード　正月の内裏（洛中洛外図屏風より）４
花押メモ帳 ５
川中島　謙信・信玄ポストカード ６
ポストカード　神興渡御（洛中洛外図より）７
ミュージアムブック８
上杉家文書レターセット　グリーン９
ポストカード　上杉記念館１０ ▲上杉家文書レターセット

（３）ミュージアムショップ商品紹介

　当館ミュージアムショップで販売しているミュージアムグッズの売れ筋ランキングです。



３０

　組　織

１．米沢市上杉博物館協議会委員（平成１８年３月現在）
　　　伊藤　誠一　　学校教育関係者　　　　安部　　豊　　学校教育関係者
　　　塩川　智子　　社会教育関係者　　　　大井田まさ　　社会教育関係者
　　　濱田　　淳　　社会教育関係者　　　　我妻　雄子　　社会教育関係者
　　　赤間　政義　　学 識 経 験 者　　　　上杉　虎雄　　学 識 経 験 者
　　　神林美彌子　　学 識 経 験 者　　　　小林由紀子　　学 識 経 験 者
　　　澤井　昭男　　学 識 経 験 者　　　　高橋　　勉　　学 識 経 験 者
　　　内藤　文徳　　学 識 経 験 者　　　　山村　洋子　　学 識 経 験 者
　　　吉澤　彰浩　　学 識 経 験 者　

２．財団法人米沢上杉文化振興財団
　社団法人上杉博物館が平成２年３月に解散し、かわって財団法人米沢上杉文化振興財団が平成２年
３月２２日に設立され、米沢市立上杉博物館（平成１３年９月２９日からは米沢市上杉博物館）の管理運営
を財団に委託することになった。
　この財団は、平成元年、上杉家１６代当主隆憲氏より、重要文化財「上杉家文書」・重要文化財「紙本
金地著色洛中洛外図」（ともに現在は国宝）・県指定文化財「紙本著色厩図」・重要美術品「太刀銘長船
光附打刀拵」の４件が米沢市に寄贈されたことを機として設立されたものであり、地域文化の振興を
図るため、歴史・文化に関する調査研究及び美術品の公開展示などの地域社会のより豊かな文化生活
に寄与することを目的としている。

役　　員（平成１８年３月現在）（敬称略・五十音順）
　名誉会長　　上杉　邦憲
　顧　　問　　青木　厚一　　安部三十郎　　栗林　金郎　　須藤　紘一　　闍橋　幸翁　
　理 事 長　　上杉　季雄
　副理事長　　小野　　榮　　加藤　裕子　
　常務理事　　佐藤　照夫
　理　　事　　荒井政二郎　　石栗倭文子　　上杉紀美子　　上杉　虎雄　　上杉　信隆
　　　　　　　上杉　裕憲　　遠藤　英明　　筧　　統子　　亀岡　　博　　佐藤　政一
　　　　　　　大乗寺　健　　種村　信次　　舛田　忠雄　　松田　俊春　　山中　絢子
　　　　　　　横井　　博

職員（兼務） 

館　　長 上杉博物館協議会 監　　事 

評 議 員  

理事会　理 事 長 
副理事長 
常務理事 
理　　事 

事務局　事務局長 
事務局員 

　学 芸 員 

財団法人米沢上杉文化振興財団 

名誉会長 

顧　　問 
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　評 議 員　　安部　行雄　　五十嵐京子　　九里　廣志　　桑原　君子　　黒田　信介
　　　　　　　小嶋喜市郎　　斎藤　栄助　　佐藤美保子　　佐藤　安子　　佐藤　良吉
　　　　　　　佐野　隆一　　鈴木　秀男　　曾根　伸良　　闍橋　幹夫　　新田　妙子
　　　　　　　野村　久司　　舟山まり子　　本田　忠夫　　宮坂　直樹　　渡邉　征男
　監　　事　　安部　紀子　　町田　富保

事 務 局
　事務局長　　森　　正弘
　事務局員　　角屋由美子　　花田　美穂　　生熊　郁子　　阿部　哲人　　安部　理絵
　　　　　　　千田　祥子　　寒河江大輔　　沖田　友紀

３．米沢市上杉博物館（平成１８年３月現在）
　館　　長　　　　　上杉　季雄
　副 館 長（兼務）　 村野　隆男　　米沢市教育委員会　文化課課長
　館　　員　 〃　　 山口　弘子　　米沢市教育委員会　文化課課長補佐
　　 〃　　　〃　　 金子　正廣　　米沢市教育委員会　文化課文化振興主査
　　 〃　　　〃　　 手塚　　孝　　米沢市教育委員会　文化課文化財担当主査
　　 〃　　　〃　　 深瀬　順子　　米沢市教育委員会　文化課主査
　　 〃　　　〃　　 菊地　政信　　米沢市教育委員会　文化課主任
　　 〃　　　〃　　 我妻　重義　　米沢市教育委員会　文化課主任
　　 〃　　　〃　　 遠藤　桂子　　米沢市教育委員会　文化課主任

利用案内

名　称　　米沢市上杉博物館
所在地　　〒９９２‐００５２　米沢市丸の内一丁目２番１号
電　話　　０２３８－２６－８００１
ＦＡＸ　　０２３８－２６－２６６０
ＵＲＬ　　ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｄｅｎｋｏｋｕ-ｎｏ-ｍｏｒｉ．ｙｏｎｅｚａｗａ．ｙａｍａｇａｔａ．ｊｐ
Ｅ-ｍａｉｌ　　ｗｅｌｃｏｍｅ@ｄｅｎｋｏｋｕ-ｎｏ-ｍｏｒｉ．ｙｏｎｅｚａｗａ．ｙａｍａｇａｔａ．ｊｐ
交　通　　山形蔵王ＩＣ・福島飯坂ＩＣからＲ１３で５０分
　　　　　ＪＲ米沢駅から２ｋｍ　上杉神社隣接
　　　　　市内循環バス「上杉神社前」下車
休館日　　４～１１月毎月第４水曜日
　　　　　１１～３月毎週月曜日
　　　　　年末年始
入館料　　常設展
　　　　　　一　　　般　　４００円（３２０円）　　　　
　　　　　　高校・大学生　　２００円（１４０円）　　　　
　　　　　　小・中学生　　１００円（６０円）
　　　　　　　　※（　）内は２０名以上の団体料金

　　　　　企画展は展覧会毎に料金を設定

至喜多方 

至白布 

至福島 

至
山
形 

デ
パ
ー
ト
● 

松
　
川 

ＪＲ
米
沢
駅 

Ｎ 

Ｒ１２１ 

Ｒ１３ 

上杉神社 

　米沢 
●市役所 



扉絵資料解説

川中島合戦図屏風（米沢本）【部分】

６曲１双
紙本著色
江戸時代（１８世紀末～１９世紀初）
米沢市上杉博物館所蔵

　永禄４年９月の川中島合戦の全体像を、一双の連続する場面を使って描く。川中で馬上の
謙信の太刀を馬上の信玄が軍配で受けるという一騎打ちの場面は上杉系、武田系双方の軍書
に基づく合戦像の融合型と言える。江戸時代以降、このような川中島合戦の場面は広く流布
した。

米沢市上杉博物館　年報　ＶＯＬ．１８

平成１８年１０月　印刷・発行

編集：財団法人 米沢上杉文化振興財団　発行：米沢市上杉博物館
〒９９２‐００５２　山形県米沢市丸の内１－２－１
ＴＥＬ ０２３８－２６－８００１　ＦＡＸ ０２３８－２６－２６６０

印刷：㈱芳文社よねざわ印刷






